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合 気 道 新 聞 第６９０号平成３０年７月１０日（１） （毎月１回１０日発行）

平
成
３０
年
度
関
東
学
生
合
気

道
連
盟
新
入
生
講
習
会
が
６
月

５
日
（
火
）
に
、
日
本
武
道
館

に
て
開
講
さ
れ
た
。
計
１５
校
、

８７
名
の
学
生
が
参
加
し
た
今
回

の
講
習
会
は
、
道
主
植
芝
守
央

先
生
を
は
じ
め
、
植
芝
充
央
先

生
ほ
か
本
部
指
導
部
の
先
生
方

の
ご
指
導
で
行
わ
れ
た
。

本
講
習
会
は
今
年
度
の
新
入

生
が
合
気
道
に
親
し
む
こ
と
が

で
き
、
基
本
的
な
動
作
・
技
を

習
得
で
き
る
こ
と
、
関
東
学
連

加
盟
校
間
の
さ
ら
な
る
結
束
を

目
的
と
し
た
も
の
だ
。
平
日
の

開
催
と
な
っ
た
も
の
の
、
全
体

の
参
加
者
の
半
数
を
超
え
る
４６

名
が
新
入
生
と
な
っ
た
。
基
本

的
な
動
作
や
体
捌
き
の
確
認
を

経
て
、技
の
稽
古
へ
と
移
っ
た
。

新
入
生
の
多
く
は
間
近
で
道
主

の
技
を
見
、
他
大
学
の
学
生
と

組
む
と
い
う
機
会
が
初
め
て
で

新
鮮
な
刺
激
に
な
っ
た
。
上
級

生
も
、
基
本
を

見
直
し
、
如
何

に
し
て
新
入
生

に
技
を
教
え
る

か
を
学
ぶ
貴
重

な
機
会
と
な
っ

た
。ま

た
、
道
主

の
お
話
か
ら
合

気
道
が
ど
の
よ

う
な
歴
史
を
辿

り
、
今
日
へ
と

繋
が
っ
て
い
る

の
か
を
知
る
こ

と
が
で
き
た
。

私
た
ち
の
こ
れ

か
ら
の
稽
古
に

対
す
る
姿
勢
も

変
わ
る
だ

ろ

う
。幸

い
に
も
、

怪
我
人
や
急
病

人
が
出
る
こ
と

も
な
く
、
参
加

者
は
大
変
有
意

義
な
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で

き
た
。
本
講
習

会
で
学
ん
だ
こ

と
を
各
自
が
意
識
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
稽
古
で
生
か
さ
れ
る
こ
と

に
期
待
し
た
い
。
（
関
東
学
生

合
気
道
連
盟
委
員
長

平
林

直
）印

象
深
い
片
手

取
り
四
方
投
げ

今
回
私
は
、
新
入
生
講
習
会

に
参
加
し
た
。
合
気
道
は
幼
い

こ
ろ
に
少
し
や
っ
て
い
た
が
、

本
格
的
に
技
を
学
ぶ
の
は
初
め

て
だ
っ
た
。

講
習
会
の
当
日
は
、
先
日
行

わ
れ
た
演
武
大
会
で
、
先
輩
や

先
生
方
が
見
せ
て
く
れ
た
演
武

を
間
近
で
見
て
い
た
た
め
「
早

く
技
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た

い
」
と
い
う
気
持
ち
が
強
か
っ

た
。
そ
の
一
方
で
「
技
が
う
ま

く
か
け
ら
れ
な
く
て
ペ
ア
の
方

に
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
」
と

い
う
思
い
も
あ
り
、
少
し
不
安

で
も
あ
っ
た
。

い
ざ
、
技
を
実
演
す
る
時
間

に
な
る
と
、
他
大
の
先
輩
方
や

先
生
方
が
一
か
ら
丁
寧
に
技
の

ポ
イ
ン
ト
を
教
え
て
下
さ
っ

た
。
数
あ
る
技
の
中
で
最
も
印

象
に
残
っ
て
い
る
の
は
「
片
手

取
り
四
方
投
げ
」
で
あ
る
。
こ

の
技
に
は
、
普
段
の
稽
古
で
も

何
度
も
練
習
し
て
い
た
こ
と
も

あ
っ
て
捌
き
方
に
は
自
信
が
あ

っ
た
。
し
か
し
実
際
に
組
ん
で

み
る
と
、
自
分
の
足
捌
き
や
相

手
の
重
心
を
崩
す
動
き
が
ま
だ

ま
だ
鈍
い
と
い
う
こ
と
を
痛
感

さ
せ
ら
れ
た
。
講
習
会
で
の
気

づ
き
は
、
今
後
の
稽
古
に
生
か

し
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。

ま
た
、
目
上
の
人
と
組
ま
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
武
道
に

は
必
要
不
可
欠
な
「
礼
儀
」
も

同
時
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
は
日
常
生
活
に
お
い
て
も

大
切
な
こ
と
だ
。
講
習
会
で
学

ん
だ
こ
と
を
稽
古
だ
け
で
な

く
、
普
段
の
生
活
の
中
に
も
取

り
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
っ

た
。
（
上
智
大
学
１
年
生

原

嶋
晃
生
）

基本技を中心に稽古を行った

フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
ン
ゴ
マ
駐

日
コ
ン
ゴ
共
和
国
大
使
が
６
月

１９
日
に
植
芝
守
央
道
主
を
表
敬

訪
問
し
、
合
気
道
の
コ
ン
ゴ
共

和
国
や
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
状

況
に
つ
い
て
話
し
合
い
が
行
わ

れ
た
ほ
か
、
同
国
の
合
気
道
普

及
に
む
け
て
相
互
に
協
力
し
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

ン
ゴ
マ
大
使
は
、
コ
ン
ゴ
共

和
国
の
初
代
駐
日
大
使
と
し
て

今
年
の
３
月
に
着
任
し
た
ば
か

り
。
同
国
は
１
９
９
６
年
に
在

京
大
使
館
を
設
置
し
た
が
、
翌

９７
年
に
勃
発
し
た
内
戦
の
影
響

に
よ
り
９８
年
に
は
在
京
大
使
館

を
閉
鎖
、
２
０
１
２
年
１２
月
に

再
開
す
る
も
大
使
が
着
任
し
て

い
な
い
状
況
が
続
い
て
い
た
。

ン
ゴ
マ
大
使
は
「
コ
ン
ゴ
共

和
国
で
は
合
気
道
が
若
い
人
に

と
て
も
人
気
が
あ
る
が
、
設
備

や
稽
古
着
が
足
り
て
い
な
い
」

と
合
気
道
人
気
の
一
方
で
、
稽

古
の
環
境
が
十
分
に
は
整
っ
て

は
い
な
い
同
国
の
現
状
を
説

明
。
コ
ン
ゴ
共
和
国
で
合
気
道

を
更
に
普
及
さ
せ
る
た
め
、（
公

財
）
合
気
会
と
協
力
し
て
い
き

た
い
と
意
欲
を
み
せ
た
。
こ
れ

に
対
し
、植
芝
守
央
道
主
は「
コ

ン
ゴ
共
和
国
に
お
け
る
合
気
道

の
一
層
の
普

及
の
た
め
、

出
来
る
限
り

の
こ
と
を
話

し
合
い
な
が

ら
進
め
て
い

き
た
い
」
と

応
じ
た
。

植
芝
守
央

道
主
は
、
２

０
１
７
年
に

コ
ン
ゴ
共
和

国
で
開
催
さ

れ
、
関
昭
二

本
部
道
場
指

導
部
師
範
が

指
導
を
行
っ
た
講
習
会
の
写
真

を
手
に
取
り
な
が
ら
、
「
コ
ン

ゴ
共
和
国
を
は
じ
め
、
タ
ン
ザ

ニ
ア
や
南
ア
フ
リ
カ
な
ど
ア
フ

リ
カ
の
国
々
に
も
合
気
道
の
大

き
な
輪
が
広
が
っ
て
い
る
」
と

説
明
す
る
と
、
ン
ゴ
マ
大
使
が

そ
の
写
真
を
気
に
入
り
、
「
こ

の
写
真
を
大
使
館
に
飾
り
た

い
」
と
述
べ
る
な
ど
、
終
始
明

る
い
雰
囲
気
で
対
談
が
実
施
さ

れ
た
。

対
談
の
最
後
に
植
芝
守
央
道

主
が
ン
ゴ
マ
大
使
を
本
部
道
場

一
般
ク
ラ
ス
へ
案
内
す
る
と
、

ン
ゴ
マ
大
使
は
目
前
で
繰
り
広

げ
ら
れ
る
稽
古
風
景
に
笑
顔
を

見
せ
て
い
た
。

道

歌

い
き
い
の
ち

廻
り
栄
ゆ
る

世
の
仕
組

た
ま
の
合
気
は

天
の
浮
橋

平
成
３０
年
度
全
日
本
少
年

少
女
武
道
（
合
気
道
）
錬
成

大
会
が
、
７
月
１５
日
（
日
）

午
前
１１
時
か
ら
、
東
京
・
千

代
田
区
の
日
本
武
道
館
で
開

催
さ
れ
る
。

全
国
の
小
・
中
学
生
を
対

象
に
基
本
錬
成
を
主
眼
と

し
、
合
気
道
の
正
し
い
普
及

並
び
に
心
身
の
錬
磨
と
相
互

の
親
睦
を
図
り
、
我
が
国
の

将
来
を
担
う
青
少
年
の
健
全

な
る
育
成
を
目
的
と
し
て
い

る
。錬

成
内
容
は
、
基
本
錬
成

（
基
本
技
の
稽
古
）
、
演
武

錬
成
（
各
団
体
ご
と
二
分
間

の
自
由
演
武
）。

合
気
道
川
越
道
場
創
立
５０
周

年
記
念
演
武
大
会
は
、
植
芝
守

央
道
主
を
お
迎
え
し
て
、
川
越

市
立
城
南
中
学
校
武
道
場
で
５

月
１７
日
午
後
１
時
よ
り
開
催
さ

れ
、
川
越
道
場
及
び
友
好
道
場

か
ら
１０
団
体
１
０
０
名
が
参
加

し
た
。

演
武
大
会
に
先
立
ち
植
芝
道

主
か
ら
「
川
越
道
場
創
立
５０
周

年
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
島
田
師
範
を
は
じ
め
多
く

の
方
の
お
力
で
こ
の
５０
周
年
を

迎
え
た
と
思
い
ま
す
」
と
挨
拶

が
あ
っ
た
。演
武
は
一
般
会
員
、

島
田
五
郎
川
越
道
場
長
、
賛
助

演
武
、
竹
中
日
出
雄
筑
豊
館
道

場
長
が
演
武
を
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
植
芝
道
主
ご
指
導

の
も
と
講
習
会
が
行
わ
れ
、
植

芝
道
主
は
転
換
や
入
り
身
な
ど

体
捌
き
や
基
本
技
を
中
心
に
指

導
さ
れ
た
。
最
後
に
は
植
芝
道

主
に
よ
る
模
範
演
武
で
締
め
く

く
ら
れ
、
５０
周

年
記
念
演
武
大

会
は
締
め
く
く

ら
れ
た
。

そ
の
後
川
越

道
場
で
、
植
芝

道
主
を
囲
ん
で

懇
親
会
が
行
わ

れ
、
終
始
和
や

か
な
雰
囲
気
の

中
、
滞
り
な
く

会
は
閉
会

し

た
。

道主とコンゴ共和国大使

道主の講習会の様子

先
月
末
、
気
象
庁

は
関
東
甲
信
地
方
が

梅
雨
明
け
し
た
と
発

表
し
た
。
記
録
を
取

り
始
め
て
６
月
中
の

梅
雨
明
け
は
初
め
て

だ
そ
う
だ
。本
来
、梅
雨
寒
の
時

期
に
早
く
も
真
夏
本
番
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
も
異
常
気

象
の
な
せ
る
業
で
あ
ろ
う
か
。

気
に
な
る
の
は
こ
れ
か
ら
冷

房
需
要
が
高
ま
る
こ
の
時
期
に

電
力
各
社
が
相
次
い
で
値
上
げ

を
発
表
し
て
い
る
こ
と
だ
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
促
進
に
伴
う
上
乗
せ
分
が
あ

る
が
、
主
要
原
因
は
原
油
価
格

の
高
騰
で
あ
る
。
原
油
需
給
を

不
安
定
に
し
て
い
る
要
因
と
し

て
は
供
給
面
で
主
に
二
つ
の
産

油
国
が
関
わ
っ
て
い
る
。

一
つ
は
南
米
の
産
油
国
ベ
ネ

ズ
エ
ラ
に
お
け
る
２
０
１
３
年

以
降
の
政
治
経
済
の
混
乱
が
も

た
ら
し
た
も
の
で
あ
る
。
肝
心

の
原
油
生
産
が
年
々
大
幅
に
減

少
し
て
い
る
。

も
う
一
つ
は
、
中
東
の
イ
ラ

ン
で
あ
る
。
５
月
に
な
っ
て
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
が
イ
ラ
ン
核
合

意
か
ら
の
離
脱
を
発
表
し
た
こ

と
に
よ
る
。

イ
ラ
ン
は
現
在
減
産
を
し
て

い
な
い
。
し
か
し
、
米
国
の
核

合
意
離
脱
以
来
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ

の
原
油
生
産
の
停
滞
に
加
え
、

イ
ラ
ン
原
油
の
減
産
懸
念
か
ら

原
油
価
格
は
著
し
く
高
騰
し
て

い
る
。
実
際
、
米
国
は
イ
ラ
ン

原
油
の
輸
入
を
十
一
月
ま
で
に

停
止
す
る
よ
う
日
本
を
含
め
た

各
国
に
要
求
し
て
い
る
よ
う

だ
。当

然
で
は
あ
る
が
、
原
油
価

格
の
高
騰
は
ガ
ソ
リ
ン
価
格
の

値
上
が
り
に
も
つ
な
が
っ
て
い

る
。
米
国
で
も
ガ
ソ
リ
ン
価
格

は
右
肩
上
が
り
と
な
っ
て
お

り
、
つ
い
に
先
日
、
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
は
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の

サ
ル
マ
ン
国
王
に
原
油
の
増
産

を
要
請
し
た
よ
う
だ
。
ど
う
も

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
独
り
相
撲

の
よ
う
に
も
見
え
る
。

ど
う
や
ら
暑
い
夏
が
益
々
暑

く
な
る
よ
う
で
心
配
だ
が
、
今

週
末
は
、
日
本
武
道
館
に
て
暑

さ
を
吹
き
飛
ば
す
元
気
溌
剌
の

少
年
少
女
た
ち
に
会
え
る
の
が

楽
し
み
で
あ
る
。（
可
児

晋
）

全
日
本
少
年
少
女
合
気
道
錬
成
大
会
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江
戸
川
区
合
気
道
連
盟
創
立

５０
周
年
記
念
『
合
気
道
道
主
特

別
講
習
会
』が
６
月
１０
日（
日
）、

江
戸
川
区
西
葛
西
の
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
３
階
小
体
育
室
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
第
７１
回
江
戸

川
区
区
民
体
育
祭
春
季
区
民
大

会
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
た

も
の
で
す
。

江
戸
川
区
合
気
道
連
盟
は
、

山
口
清
吾
先
生
ご
指
導
の
も

と
、
今
は
亡
き
石
井
輝
、
小
出

武
夫
両
師
範
に
よ
り
、
昭
和
４３

年
４
月
に
小
松
川
の
区
民
館
で

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
４５
年

５
月
に
落
成
し
た
現
在
の
総
合

体
育
館
に
稽
古
場
所
を
移
し
更

に
西
葛
西
の
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
に
も
稽
古
場
所
を
開
設
し
ま

し
た
。

５
、
１０
、
１５
周
年
の
節
目
の

記
念
演
武
大
会
に
は
植
芝
吉
祥

丸
二
代
道
主
を
お
迎
え
し
、
又

４０
周
年
に
は
植
芝
守
央
現
道
主

に
お
越
し
頂
き
盛
大
に
大
会
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

さ
て
、
今
回
は
連
盟
創
立
５０

周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
植
芝

守
央
道
主
を
お
迎
え
し
て
『
道

主
特
別
講
習
会
』
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
主
催
者
と
し
て
江
戸

川
区
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
渡
邊
良

光
課
長
の
挨
拶
に
続
き
、
主
管

者
挨
拶
そ
し
て
藤
城
清
次
郎
理

事
長
が
挨
拶
を
述
べ
更
に
植
芝

守
央
道
主
か
ら
お
祝
い
の
お
言

葉
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
連
盟
の

生
い
立
ち
か
ら
現
在
に
至
る
ま

で
の
歴
史
に
つ
い
て
も
お
話
し

頂
き
ま
し
た
。

ご
来
賓
に
は
、都
連
の
役
員
、

協
賛
団
体
の
各
先
生
方
が
多
数

ご
臨
席
を
頂
き
講
習
会
が
ス
タ

ー
ト
致
し
ま
し
た
。
小
体
育
室

に
新
し
い
畳
２
０
８
枚
敷
き
詰

め
た
道
場
は
２
６
９
名
の
参
加

者
に
は
少
々
手
狭
に
成
り
、
道

主
の
ご
指
導
に
対
す
る
参
加
者

の
熱
意
を
感
じ
た
次
第
で
す
。

入
身
・
転
換
の
基
本
の
体
捌

き
を
中
心
に
わ
か
り
や
す
く
具

体
的
に
ご
指
導
下
さ
り
、
と
か

く
忘
れ
が
ち
な
基
本
に
つ
い
て

ご
指
摘
い
た
だ
き
、
基
本
動
作

の
重
要
性
を
説
か
れ
ま
し
た
。

我
が
連
盟
白
帯
の
皆
さ
ん
も
緊

張
の
中
に
も
楽
し
く
稽
古
を
出

来
た
こ
と
に
感
謝
し
て
お
り
ま

し
た
。

１
時
間
半
の
講
習
が
瞬
く
間

に
過
ぎ
去
っ
た
感
じ
で
し
た
。

講
習
後
少
年
部
の
鈴
木
と
も
佳

さ
ん
（
小
４
）
、
渋
井
梨
瑛
さ

ん
（
小
４
）
か
ら
植
芝
守
央
道

主
に
花
束
贈
呈
が
あ
り
講
習
会

が
終
了
し
ま
し
た
。
そ
の
後
午

後
４
時
か
ら
、
２
階
の
会
議
室

の
場
所
を
移
し
、
記
念
の
式
典

祝
賀
会
が
開
か
れ
、
引
き
続
き

道
主
に
ご
臨
席
賜
り
ま
し
た
。

更
に
江
戸
川
区
長
で
あ
る
多
田

正
見
様
に
も
ご
臨
席
頂
き
、（
公

財
）
合
気
会
か
ら
林
典
夫
常
務

理
事
、
全
日
本
合
気
道
連
盟
尾

�
理
事
長
は
じ
め
、
石
原
静
岡

県
連
理
事
長
、
高
橋
嗣
慶
千
葉

県
連
会
長
、
三
輪
埼
玉
県
連
理

事
長
、
忍
山
東
福
島
県
連
理
事

長
他
都
連
役
員
、
各
協
賛
団
体

代
表
の
先
生
方
多
数
に
ご
臨
席

頂
き
ま
し
た
。

八
文
字
連
盟
理
事
の
開
会
の

辞
に
続
き
、
主
催
者
・
実
行
委

員
長
と
し
て
藤
城
清
次
郎
理
事

長
の
感
謝
の
言
葉
に
続
き
、
植

芝
守
央
道
主
か
ら
再
度
ご
祝
辞

を
頂
戴
し
ま
し
た
。
ご
来
賓
の

多
田
正
見
江
戸
川
区
長
、
林
常

務
理
事
、
尾
�
全
日
本
理
事
長

に
ご
祝
辞
を
頂
戴
し
、
続
い
て

連
盟
の
功
労
者
に
藤
城
理
事
長

か
ら
小
出
武
夫
師
範
は
じ
め
計

６
人
の
方
に
記
念
品
と
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

合
氣
道
小
林
道
場
小
林
保
雄

総
師
範
に
よ
る
乾
杯
の
ご
発
声

で
宴
が
ス
タ
ー
ト
致
し
ま
し

た
。総

参
加
者
約
２
２
０
名
の
参

加
者
で
狭
い
会
議
室
が
一
杯
に

成
り
あ
ち
こ
ち
で
お
い
し
い
料

理
に
舌
鼓
を
打
ち
歓
談
さ
れ
る

光
景
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
午
後

５
時
半
頃
に
江
戸
川
区
体
育
会

真
田
幸
吉
理
事
長
の
中
締
め
の

ご
挨
拶
で
宴
が
お
開
き
と
な
り

ま
し
た
。

（
藤
城

清
次
郎
）

平
成
３０
年
度
東
京
都
合
気
道

錬
成
大
会
は
、
６
月
１６
日
、
藤

巻
宏
本
部
道
場
指
導
部
師
範
を

お
迎
え
し
て
、
綾
瀬
の
東
京
武

道
館
で
行
わ
れ
、
１
５
０
名
の

参
加
が
あ
っ
た
。
１３
時
３０
分
小

林
副
理
事
長
の
開
会
の
辞
に
始

ま
り
、
藤
城
理
事
長
よ
り
「
ど

う
か
最
後
ま
で
怪
我
の
な
い
様

に
お
願
い
し
ま
す
」
と
挨
拶
。

続
い
て
藤
巻
師
範
か
ら
「
こ
う

し
た
錬
成
大
会
は
、
相
互
の
交

流
の
意
味
合
い
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
」
と
挨
拶
。
そ
の
後
、

藤
巻
師
範
を
中
心
に
記
念
撮
影

と
な
っ
た
。

講
習
は
、
１３
時
４０
分
か
ら
間

合
い
、
足
の
運
び
方
を
丁
寧
に

説
明
さ
れ
、
熱
気
で
ム
ン
ム
ン

す
る
中
、
１５
時
１５
分
に
終
了
し

た
。１６

時
４５
分
か
ら
日
本
教
育
会

館
で
情
報
交
換
会
が
行
わ
れ
、

藤
巻
師
範
の
挨
拶
、
参
加
者
の

紹
介
な
ど
和
気
あ
い
あ
い
の
う

ち
に
終
了
し
た
。

参加者全員での記念撮影

道主を中心に熱気がほとばしる

合
気
道
大
宮
道
場
・
久
喜
合

気
道
同
好
会
は
、
創
立
３５
周
年

記
念
講
習
会
を
、
６
月
１０
日
さ

い
た
ま
市
大
宮
武
道
館
に
て
、

本
部
道
場
指
導
部
大
澤
勇
人
師

範
を
お
迎
え
し
て
開
催
し
た
。

参
加
者
は
両
道
場
に
加
え
姉
妹

道
場
の
桜
道
場
、
白
岡
合
気
会

他
を
合
わ
せ
て
１
０
１
名
で
あ

っ
た
。

合
気
道
大
宮
道
場
・
久
喜
合

気
道
同
好
会
は
、
昭
和
５８
年
故

市
塚
勇
先
生
が
中
心
と
な
っ
て

創
立
し
て
以
来
、
演
武
会
、
本

部
師
範
講
習
会
、
合
宿
を
合
同

で
開
催
し
互
い
に
切
磋
琢
磨
し

て
き
た
。
３０
周
年
行
事
を
終
え

た
後
、
残
念
な
が
ら
市
塚
先
生

が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
が
、

残
さ
れ
た
私
ど
も
が
無
事
に
３５

周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

あ
る
。

講
習
会
で
は
大
澤
師
範
か

ら
、
半
身
の
姿
勢
、
転
換
、
間

合
い
等
を
様
々
な
視
点
か
ら
具

体
的
に
示
し
て
い
た
だ
い
た

後
、
四
方
投
げ
、
入
り
身
投
げ
、

一
教
を
ご
指
導
い
た
だ
い
た
。

初
級
者
に
と
っ
て
も
有
段
者
に

と
っ
て
も
普
段
の
稽
古
を
見
直

し
こ
れ
か
ら
の
稽
古
に
活
か
せ

る
刺
激
的
で
非
常
に
充
実
し
た

講
習
会
と
な
っ
た
。

終
了
後
は
大
宮
駅
近
く
の
会

場
で
６０
名
が
参
加
し
て
懇
親
会

が
行
わ
れ
た
。

久
喜
の
川
合
会
長
の
挨
拶
で

始
ま
り
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し

た
雰
囲
気
で
進
行
し
た
。

大
澤
師
範
か
ら
は
道
場
を
長

く
継
続
し
て
い
く
こ
と
の
難
し

さ
に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ

き
、
３５
周
年
年
を
迎
え
ら
れ
た

両
道
場
の
幸
運
を
か
み
し
め
な

が
ら
、
会
員
が
大
い
に
満
足
で

き
る
記
念
行
事
と
な
っ
た
。（
大

宮
道
場
会
長

枝
久
保
達
夫
）

大澤師範を中心に

祝賀会で挨拶
される道主多数の皆様と楽しく集合写真

神
奈
川
県
相
模
原
市
橋
本

「
合
気
道
五
十
嵐
道
場
」
が
創

立
３５
周
年
を
迎
え
、
５
月
２６
日

か
ら
６
月
３
日
に
か
け
て
記
念

行
事
を
行
っ
た
。

５
月
２６
日
、
全
日
本
合
気
道

演
武
大
会
に
お
い
て
国
内
か
ら

２０
名
、
海
外
か
ら
６５
名
が
参
加

し
演
武
し
ま
し
た
。

５
月
２７
日
午
後
４
時
よ
り
、

ベ
ス
ト
ウ
エ
ス
タ
ン
東
京
町
田

に
於
い
て
、
植
芝
守
央
道
主
、

小
林
保
雄
小
林
道
場
総
師
範
を

始
め
、
国
内
よ
り
１
９
５
名
、

海
外
１１
ヵ
国
よ
り
１
１
３
名
の

出
席
を
い
た
だ
き
創
立
３５
周
年

祝
賀
会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
五
十
嵐
道
場
長
は
主
催
者

と
し
て
「
道
主
植
芝
先
生
、
小

林
師
範
を
始
め
と
す
る
出
席
者

へ
長
年
に
わ
た
る
ご
指
導
、
ご

支
援
に
感
謝
を
述
べ
る
と
と
も

に
、
今
後
の
４０
周
年
、
５０
周
年

へ
の
思
い
」
を
力
強
く
語
り
ま

し
た
。
植
芝
道
主
か
ら
は
、
ご

挨
拶
の
中
で
「
３５
年
に
わ
た
る

精
進
と
指
導
に
対
す
る
労
い
と

励
ま
し
の
言
葉
」
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
小
林
師
範
に

は
「
五
十
嵐
道
場
長
が
、
明
治

大
学
合
気
道
部
で
稽
古
を
始

め
、
卒
業
後
は
小
林
道
場
の
内

弟
子
と
し
て
道
場
の
発
展
に
寄

与
し
て
く
れ
ま
し
た
」
と
ご
挨

拶
を
い
た
だ
い
た
。
続
い
て
、

相
模
原
市
合
氣
道
連
盟
会
長

本
村
賢
太
郎
衆
議
院
議
員
、
同

会
顧
問
赤
間
二
郎
衆
議
院
議

員
、
尾
�
�
全
日
本
合
気
道
連

盟
理
事
長
、
松
田
良
昭
神
奈
川

県
合
気
道
連
盟
会
長
か
ら
も
お

祝
い
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
お
祝
い
の
鏡
開
き
の
後
、

荒
井
俊
幸
群
馬
県
合
気
道
連
盟

会
長
の
力
強
い［
乾
杯
の
発
声
］

に
よ
り
祝
宴
が
始
ま
り
ま
し

た
。
会
半
ば
に
は
、
相
模
原
橋

本
地
元
の
「
相
武
明
神
太
鼓
・

鼓
志
團
」
の
ホ
ー
ル
全
体
に
力

強
く
響
く
大
太
鼓
の
演
奏
が
あ

り
、
そ
の
迫
力
に
国
内
外
の
参

加
者
一
同
、
驚
き
と
と
も
に
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。
お
開
き
に

は
、
明
治
大
学
合
気
道
部
Ｏ
Ｂ

・
Ｏ
Ｇ
、
現
役
に
よ
り
明
治
大

学
校
歌
・
エ
ー
ル
が
声
高
ら
か

に
行
わ
れ
閉
会
と
な
り
ま
し

た
。５

月
３１
日
午
前
１０
時
半
よ
り

１
時
間
、
本
部
道
場
３
階
大
道

場
に
お
い
て
、
本
部
道
場
長
植

芝
充
央
先
生
の
講
習
会
を
開
催

し
た
。
国
内
よ
り
１５
名
、
海
外

よ
り
１
１
０
名
が
参
加
。
講
習

会
後
は
、
近
く
の
レ
ス
ト
ラ
ン

に
会
場
を
移
し
、
参
加
国
１１
ヵ

国
の
代
表
３０
名
が
、
植
芝
本
部

道
場
長
を
囲
み
昼
食
会
を
行
っ

た
。６

月
２
日
、
３
日
の
２
日
間

に
わ
た
り
山
梨
県
山
中
湖
畔

「
至
誠
荘
」
に
お
い
て
、
特
別

講
師
と
し
て
本
部
道
場
菅
原
繁

師
範
を
お
招
き
し
て
国
内
か
ら

９８
名
、
海
外
１１
ヵ
国
９２
名
の
総

勢
１
９
０
名
が
参
加
し
行
わ
れ

た
。記

念
行
事
を
終
え
、
合
気
道

の
素
晴
ら
し
さ
を
再
認
識
し
ま

し
た
。
今
後
も「
日
々
の
稽
古
」

を
大
切
に
す
る
と
と
も
に
合
気

道
の
指
導
普
及
に
精
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

（
道
場
長

五
十
嵐
和
男
）

と
き

８
月
４
日
（
土
）

午
前
１１
時
半
開
場

午
後
１２
時
半
開
会

午
後
４
時
閉
会

と
こ
ろ

笠
間
市
民
体
育
館

主
催

全
国
高
等
学
校
合
気

連
盟

演
武

加
盟
校
演
武

市
内
中
学
生
演
武

植
芝
充
央
本
部
道
場
長

模
範
演
武

三
重
県
連
が
共
催

第
７
回
演
武
大
会

三
重
県
合
気
道
連
盟
、
津
市

合
気
道
連
盟
の
共
催
で
「
第
７

回
合
気
道
演
武
大
会
」
が
６
月

１０
日
に
午
後
１
時
か
ら
午
後
４

時
ま
で
津
市
産
業
・
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
（
サ
オ
リ
ー
ナ
）
三

重
武
道
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。演

武
者
は
一
般
、
学
生
を
合

わ
せ
約
６０
名
で
最
初
に
こ
ど
も

た
ち
の
演
武
を
行
い
、
次
に
一

般
者
の
演
武
を
行
い
ま
し
た
。

最
後
は
各
道
場
の
代
表
者
に
よ

る
演
武
を
行
い
、
三
重
県
合
気

道
連
盟
会
長
（
津
市
合
気
道
連

盟
会
長
）
の
杉
田
憲
司
師
範
に

よ
る
模
範
演
武
を
披
露
し
ま
し

た
。演

武
大
会
は
、
日
頃
の
稽
古

の
成
果
を
発
表
す
る
場
で
あ

り
、
経
験
の
浅
い
者
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
経
験
を
積
ん
だ
者

に
と
っ
て
も
大
勢
の
前
で
演
武

を
披
露
し
、
ま
た
他
者
の
演
武

の
見
取
り
稽
古
を
行
う
こ
と

で
、
よ
り
深
く
合
気
道
を
研
鑽

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

演
武
大
会
終
了
後
に
は
、
優

れ
た
演
武
を
披
露
し
た
こ
ど
も

た
ち
や
一
般
者
に
対
し
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
津
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
等
か

ら
様
々
な
賞
を
授
与
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
今
後
合
気
道
を
研

鑽
し
て
い
く
励
み
と
な
り
ま
し

た
。
緊
張
感
は
あ
る
も
の
の
、

終
始
、
三
重
県
及
び
津
市
の
演

武
者
は
和
や
か
な
雰
囲
気
の
な

か
で
演
武
大
会
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

（
三
重
県
合
気
道
連
盟
事
務
局

入
江
敦
史
）

江
戸
川
区
連
５０
周
年

都が錬成大会

五十嵐道場 創立３５周年

大
宮
道
場
久
喜
同
好
会
３５
周
年

第第
１１７７
回回
全全
国国
高高
校校
合合
気気
道道
演演
武武
大大
会会

道
主
特
別
講
習
会



宮宮

城城

県県

和和

歌歌

山山

県県

全
日
本
合
気
道

演
武
大
会
Ｄ
Ｖ
Ｄ

第５６回

合 気 道 新 聞 第６９０号平成３０年７月１０日（３）

「
平
成
３０
年
度
宮
城
県
（
仙

台
市
）
地
域
社
会
合
気
道
指
導

者
研
修
会
」
は
、
６
月
１６
、
１７

日
に
宮
城
県
武
道
館
で
開
催
さ

れ
た
。
中
央
講
師
・
菅
原
繁
師

範
、
鈴
木
昂
平
指
導
員
、
地
元

講
師
・
白
川
勝
敏
師
範
、
渡
邊

新
師
範
の
４
名
の
先
生
方
の
指

導
を
、
連
盟
加
盟
の
諸
団
体
か

ら
１
０
４
名
が
受
講
し
た
。

開
会
式
で
は
、
白
川
勝
敏
宮

城
県
合
気
道
連
盟
会
長
よ
り
、

互
い
に
謙
虚
に
学
び
合
い
ま
し

ょ
う
と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。
菅

原
師
範
か
ら
互
い
に
気
持
ち
良

く
、
心
地
よ
い
稽
古
を
し
ま
し

ょ
う
と
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
、

研
修
に
移
っ
た
。

白
川
師
範
は
、
有
職
故
実
に

基
づ
く
所
作
や
作
法
等
に
つ
い

て
触
れ
、
ま
た
渡
邊
師
範
は
、

開
祖
が
学
ん
だ
と
さ
れ
る
各
種

流
儀
に
つ
い
て
紹
介
し
、
武
術

流
儀
と
信
仰
と
の
関
係
性
に
つ

い
て
触
れ
、
両
師
範
と
も
歴
史

や
経
緯
を
知
っ
た
上
で
、
主
体

的
な
判
断
を
し
て
い
く
こ
と
の

重
要
性
と
、
そ
し
て
そ
の
よ
う

な
態
度
で
稽
古
し
て
い
く
こ
と

が
文
化
と
し
て
の
武
道
の
学
び

に
つ
な
が
る
こ
と
を
説
か
れ

た
。菅

原
師
範
は
、
充
実
し
た
稽

古
を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
、
単

独
動
作
と
し
て
心
が
け
て
い
く

べ
き
基
礎
的
・
基
本
的
な
事
柄

・
相
対
動
作
と
し
て
の
注
意
点

に
つ
い
て
多
く
提
示
さ
れ
た
。

そ
れ
ら
を
意
識
し
つ
つ
稽
古
を

重
ね
、
技
を
二
人
で
作
り
上
げ

て
い
く
こ
と
の
楽
し
さ
を
共
有

し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
、
習

得
し
た
技
能
を
更
に
深
化
さ
せ

て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
、
取
り

と
受
け
と
を
繰
り
返
し
回
数
を

重
ね
て
合
気
道
の
体
に
錬
り
上

げ
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
に
つ

い
て
指
導
さ
れ
た
。

受
講
生
の
層
は
無
級
か
ら
六

段
ま
で
と
幅
広
い
中
で
、
そ
れ

ぞ
れ
が
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
よ

う
、
時
に
は
身
近
な
も
の
を
活

用
し
た
説
明
を
加
え
た
り
、
ユ

ニ
ー
ク
な
比
喩
を
用
い
た
り
、

ま
た
稽
古
す
る
技
に
よ
っ
て
は

分
習
法
を
取
り
入
れ
た
り
と
、

一
斉
指
導
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
学
習
者
の
ニ
ー
ズ
や
状
況
に

合
わ
せ
た
指
導
法
で
、
受
講
者

一
同
多
く
の
示
唆
を
い
た
だ
い

た
。日

程
中
は
肌
寒
さ
を
感
じ
る

ほ
ど
で
、
時
折
小
雨
が
降
る
こ

と
も
あ
っ
た
が
、
熱
気
あ
ふ
れ

る
稽
古
に
は
ち
ょ
う
ど
良
い
涼

し
さ
で
、
２
日
間
の
日
程
を
心

地
よ
く
終
え
る
こ
と
が
で
き

た
。
（
宮
城
県
合
気
道
連
盟
副

理
事
長

吉
田
洋
孝
）

平
成
３０
年
度
（
第
２１
回
）
和

歌
山
県
（
和
歌
山
市
）
地
域
社

会
指
導
者
研
修
会（
主
催
‥（
公

財
）
日
本
武
道
館
、
全
国
都
道

府
県
立
武
道
館
協
議
会
、
和
歌

山
県
公
立
武
道
館
協
議
会
、（
公

財
）
合
気
会
、
主
幹
‥
和
歌
山

県
合
気
道
連
盟
、
後
援
‥
日
本

武
道
協
議
会
、
和
歌
山
県
、
和

歌
山
県
教
育
委
員
会
、（
公
社
）

和
歌
山
県
体
育
協
会
、
和
歌
山

市
、
和
歌
山
市
教
育
委
員
会
、

和
歌
山
市
合
気
道
連
盟
、
海
南

市
武
道
協
会
）
は
６
月
２３
、
２４

日
に
和
歌
山
県
立
武
道
館
に

て
、
入
江
嘉
信
本
部
道
場
指
導

部
師
範
、
里
舘
潤
、
鈴
木
昂
平

両
同
部
指
導
員
を
大
会
講
師
に

招
き
開
催
さ
れ
た
。
県
連
傘
下

の
１５
団
体
よ
り
２
０
５
名
が
参

加
し
、
両
日
の
参
加
者
は
延
べ

３
１
６
名
と
な
っ
た
。

研
修
会
に
先
立
ち
開
会
式
が

行
わ
れ
た
。
開
会
式
で
は
楠
見

勝
大
会
実
行
委
員
長
の
開
会
の

辞
に
始
ま
り
、
国
歌
斉
唱
、
続

い
て
竹
中
日
出
雄
・
大
会
副
会

長
）
、
宮
本
和
幸
・
和
歌
山
県

立
武
道
館
館
長
、
木
皮
享
和
歌

山
県
知
事
代
理
・
生
涯
学
習
局

長
、
有
馬
専
至
和
歌
山
市
長
代

理
、
入
江
師
範
の
順
に
挨
拶
を

述
べ
た
。

研
修
会
は
２４
・
２５
日
両
日
午

前
、
午
後
と
行
わ
れ
た
。
今
回

の
大
き
な
特
色
は
中
学
校
授
業

対
応
実
技
が
行
わ
れ
た
こ
と
で

あ
る
。
参
加
者
全
員
で
授
業
に

お
け
る
指
導
の
方
法
を
模
擬
体

験
し
、
合
気
道
を
授
業
と
し
て

教
え
る
こ
と
の
難
し
さ
を
実
感

し
た
。

北
海
道
連
が

春
季
講
習
会

北
海
道
合
気
道
連
盟
は
６
月

１６
、
１７
日
の
両
日
、
本
部
道
場

か
ら
難
波
弘
之
師
範
を
お
招
き

し
、
千
歳
市
総
合
武
道
館
に
て

春
季
講
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
道
内
１７
の
加
盟
団
体
か
ら

９０
名
の
会
員
と
、
学
生
合
気
道

団
体
３
校
か
ら
４９
名
の
部
員
、

合
計
１
３
９
名
が
参
加
し
、
薄

曇
り
の
空
で
涼
し
い
気
温
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
熱
気
あ
ふ
れ
る

講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。
１
日

目
は
、
片
手
取
り
、
両
手
取
り

を
題
材
に
し
つ
つ
、
居
着
か
ず

に
動
く
こ
と
と
自
ら
の
重
心
を

意
識
す
る
こ
と
を
強
調
さ
れ
、

接
点
を
通
じ
て
自
分
の
重
さ
を

相
手
に
乗
せ
る
こ
と
、
ま
た
は

相
手
の
重
さ
を
自
分
に
乗
せ
る

こ
と
で
相
手
の
動
き
を
感
じ
取

り
利
用
す
る
こ
と
を
示
さ
れ
ま

し
た
。
２
日
目
は
、
そ
の
理
合

い
を
正
面
打
ち
や
横
面
打
ち
、

後
ろ
両
手
取
り
な
ど
に
も
応
用

さ
れ
、
相
手
の
体
勢
、
押
す
か
、

引
く
か
に
応
じ
て
呼
吸
投
げ
、

入
り
身
投
げ
な
ど
、
自
在
に
技

を
変
化
さ
せ
る
こ
と
を
示
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
た
び
の
講
習
会

で
は
、
相
手
と
自
分
の
体
勢
や

動
き
に
応
じ
て
臨
機
応
変
に
対

応
し
て
ゆ
け
る
よ
う
な
心
と
体

の
柔
ら
か
さ
の
重
要
性
を
再
認

識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
（
札
幌

合
気
道
会

林

竜
）

◇
本
部
だ
よ
り

▽
関
昭
二
指
導
部
師
範
は
、
７

月
１９
日
か
ら
２４
日
ま
で
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
講
習
会
に
派
遣
さ

れ
る
。

▽
桂
田
英
路
指
導
部
師
範
は
、

７
月
１８
日
か
ら
２４
日
ま
で
ル
ー

マ
ニ
ア
で
開
催
さ
れ
る
Ｉ
Ａ
Ｆ

青
少
年
セ
ミ
ナ
ー
、
８
月
１０
日

か
ら
１８
日
ま
で
英
国
の
講
習
会

に
派
遣
さ
れ
る
。

▽
佐
々
木
貞
樹
指
導
部
師
範

は
、７
月
２０
日
か
ら
２６
日
ま
で
、

オ
ラ
ン
ダ
の
講
習
会
に
派
遣
さ

れ
る
。

▽
伊
藤
眞
指
導
部
師
範
は
、
８

月
２
日
か
ら
８
日
ま
で
ブ
ラ
ジ

ル
の
講
習
会
に
派
遣
さ
れ
る
。

▽
宮
本
鶴
蔵
指
導
部
師
範
は
、

８
月
９
日
か
ら
１７
日
ま
で
、
ベ

ル
ギ
ー
に
派
遣
さ
れ
る
。

菅原師範による指導

私
（
小
林
）
は
６
月
９
、
１０

日
の
両
日
、
山
形
県
合
気
道
連

盟
主
催
「
第
４９
回
山
形
県
合
気

道
演
武
大
会
・
講
習
会
」
に
派

遣
さ
れ
た
。

会
場
は
、鶴
岡
市
に
あ
る「
鶴

岡
市
朝
暘
武
道
館
」
。
連
盟
加

盟
１４
団
体
か
ら
、
約
１
２
０
名

が
参
加
、大
会
に
華
を
添
え
た
。

９
日
は
演
武
大
会
。
開
会
式

で
は
初
め
に
鶴
岡
道
場
長
加
藤

孝
師
範
に
よ
る
開
会
の
辞
、
山

形
県
合
気
道
連
盟
会
長
船
越
光

雄
師
範
、
合
気
会
か
ら
私
小
林

の
挨
拶
、
来
賓
か
ら
は
、
鶴
岡

市
長
代
理
斉
藤
匠
ス
ポ
ー
ツ
課

長
、
鶴
岡
市
体
育
協
会
か
ら
渡

辺
正
芳
会
長
、
福
島
県
合
気
道

連
盟
清
野
和
浩
会
長
か
ら
、
祝

辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

開
会
式
終
了
後
演
武
会
に
入

り
、
加
盟
団
体
に
よ
る
団
体
演

武
、
基
本
技
、
剣
杖
、
指
導
者

演
武
、
師
範
演
武
、
最
後
に
小

林
の
演
武
が
行
わ
れ
た
。

翌
１０
日
は
講
習
会
、
私
の
指

導
で
約
２
時
間
行
わ
れ
、
参
加

者
約
１
２
０
名
が
、
皆
元
気
よ

く
稽
古
に
励
ま
れ
て
い
た
。

同
連
盟
主
催
の
演
武
大
会
・

講
習
会
は
今
年
で
４９
回
目
を
迎

え
た
。
同
県
の
合
気
道
創
始
者

の
白
田
林
二
郎
先
生
の
元
、
全

会
員
が
一
つ
と
な
り
、
現
会
長

の
船
越
光
雄
師
範
を
中
心
に
、

と
て
も
ま
と
ま
っ
て
い
る
連
盟

だ
と
思
っ
た
。

今
後
も
、合
気
道
を
通
じ
て
、

連
盟
が
な
お
飛
躍
出
来
る
様
に

期
待
し
た
い
。
（
本
部
道
場
指

導
部
師
範

小
林
幸
光
）

小林師範による演武

一
修
会（
名
古
屋
市
守
山
区
）

は
、
６
月
１０
日
、
名
古
屋
市
守

山
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
、
桂

田
英
路
本
部
道
場
指
導
部
師
範

を
お
迎
え
し
て
一
修
会
特
別
講

習
会
を
開
催
し
、
桂
田
師
範
を

お
迎
え
し
て
の
講
習
会
は
今
年

で
６
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
午

前
に
は
少
年
部
の
講
習
会
を
１

時
間
、
午
後
に
は
一
般
部
の
講

習
会
を
２
時
間
行
い
ま
し
た
。

少
年
部
の
講
習
会
で
は
、
桂

田
師
範
が
普
段
本
部
道
場
で
少

年
部
を
担
当
し
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
基
本
動
作
や
基
本
技
を

子
供
達
に
分
か
り
易
い
だ
け
で

な
く
楽
し
く
指
導
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
普
段
各
道

場
で
少
年
部
を
指
導
し
て
い
る

指
導
者
達
に
と
っ
て
も
、
今
後

の
指
導
の
参
考
と
な
る
講
習
会

と
な
り
ま
し
た
。

一
般
部
の
講
習
会
で
は
、「
体

を
点
や
線
で
な
く
面
で
使
う
」

を
テ
ー
マ
に
講
習
会
が
す
す
め

ら
れ
ま
し
た
。
普
段
意
識
し
て

い
な
い
体
の
使
い
方
や
、
余
分

な
力
を
使
わ
な
い
動
き
と
言
っ

た
、
普
段
の
稽
古
で
忘
れ
て
い

る
こ
と
や
、
気
付
か
な
い
体
の

使
い
方
や
動
き
に
つ
い
て
、
丁

寧
な
説
明
だ
け
で
な
く
よ
り
多

く
の
参
加
者
と
触
れ
合
い
な
が

ら
、
言
葉
で
は
分
か
ら
な
い
部

分
に
つ
い
て
体
を
通
し
て
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

２
０
０
畳
の
会
場
は
、
若
手

を
中
心
と
し
た
溢
れ
ん
ば
か
り

の
参
加
者
で
、
熱
気
に
満
ち
た

講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。
（
一

修
会
代
表

中
山
栄
一
）

入江師範による指導

▼
内
容
‥
植
芝
守
央
道
主
の

総
合
演
武
を
は
じ
め
、
師
範

・
指
導
者
演
武

▼
時
間
‥
１
８
０
分

▼
価
格
‥
４
、
５
０
０
円

（
税
、
送
料
込
み
）

▼
予
約
受
付
開
始
‥
８
月
１

日
�火
よ
り

▼
発
売
開
始
‥
９
月
１
日
�金

よ
り

▼
申
込
み
方
法
‥
名
前
、
住

所
、電
話
番
号
、所
属
団
体
を

明
記
の
上
ご
注
文
下
さ
い
。

▼
申
込
み
先
‥
国
際
企
画
セ

ン
タ
ー

〒
１
４
３
‐
０
０
２
４

東
京
都
大
田
区
中
央
５
‐
１８

‐
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
‥
０３
‐
３
７
５
５
‐

１
２
５
８

E
–

m
ail

‥

ozakisho
1818@

gm
ail.com

桂田師範の指導

難波師範による指導

合
気
道
を
正
課
に
採
用
し
て
い
る

日
本
体
育
大
学
、
国
際
武
道
大
学
で
は
、
合
気
道
が
正
課

の
授
業
に
採
用
さ
れ
て
お
り
、
通
常
の
授
業
の
中
で
、
合
気

道
を
基
礎
か
ら
学
べ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
で
は
、
よ
り

専
門
的
に
合
気
道
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
学
生
の

入
学
を
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
合
気
会
事
務
局
（
電
話

０３
・
３
２
０
３
・

９
２
３
６
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

日
頃
か
ら
格
別
の
ご
理
解
と
ご
厚
意
を
賜
り
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
公
財
）
合
気
会
で
は
合
気
道
の
よ
り
一
層
の
普
及
発

展
を
は
か
る
た
め
「
公
益
財
法
人
合
気
会

定
款
」
に
も

と
づ
く「
維
持
会
員
」へ
の
お
誘
い
を
致
し
て
お
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
賛
同
頂
き
ご
後
援
・
ご
援
助
を
賜
わ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
ら
幸
甚
で
ご
ざ
い
ま
す
。

記

（
１
）
賛
助
会
員

こ
の
法
人
の
目
的
に
賛
同
し
、
事

業
を
援
助
す
る
た
め
に
維
持
会
費
と
し
て

年
額
１
口
２
万
円

１
口
以
上
を
納
め
る
個
人
お
よ
び
法

人
又
は
団
体

（
２
）
特
別
会
員

こ
の
法
人
の
目
的
に
賛
同
し
、
こ
の

法
人
を
後
援
維
持
す
る
た
め
に
維
持
会
費
と
し
て

年
額
１
口
１０
万
円

１
口
以
上
を
納
め
る
個
人
お
よ
び
法

人
又
は
団
体お

申
し
込
み
は
（
公
財
）
合
気
会
事
務
局
ま
で

「
維
持
会
員
」
へ
の
お
さ
そ
い

平

成

３０
年
度

地
域
社
会
指
導
者
研
修
会

山
形
県
連
が
演
武
大
会
・
講
習
会

一
修
会
が
特
別
講
習
会

日
本
体
育
大
学

国
際
武
道
大
学
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会

長

尾

�

明向

暑暑
中中
おお
見見
舞舞
いい

申申
しし
上上
げげ
まま
すす

全
日
本
合
気
道
連
盟

理

事

長

尾

�

明向

常

任

理

事

林

典

夫

同

宮

本

鶴

蔵

同

小

林

幸

光
他
一
同

国
際
合
気
道
連
盟

理

事

長

井

沢

敬

事

務

総

長

ウ
ィ
ル
コ
・
フ
リ
ー
ス
マ
ン

財

務

総

長

貞

國

鎭

北
海
道
合
気
道
連
盟

会

長

藤

井

幸

一

理
事
長

南

雲

州

治

（
他
会
員
一
同
）

東
京
都
合
気
道
連
盟

理

事

長

藤
城

清
次
郎

役
員
一
同

な
か

ゆ
う

べ
つ

オ
ホ
ー
ツ
ク
中
湧
別
道
場

道

場

長

尾
�

指
導
部
長

松
田
茂
満

道
場
長
代
行

尾
�
か
ほ
る

事
務
局
長

本
田
淑
子

〒
〇
九
九
―
六
三
二
六

北
海
道
紋
別
郡
湧
別
町
中
湧
別
北
町
二
二
三

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
一
五
八
六
―
二
―
二
四
二
八

東
北
合
気
道
連
盟

会

長

日

高

浩
（
岩
手
県
）

理
事
長

船

越

光

雄
（
山
形
県
）

副
会
長

白

川

勝

敏
（
宮
城
県
）

同

横

山

清

一
（
秋
田
県
）

同

田

辺

孝

美
（
青
森
県
）

同

清

野

和

浩
（
福
島
県
）

青
森
県
合
気
道
連
盟

会

長

田

辺

孝

美

理
事
長

米

谷

恵

司

事
務
局
長

高

坂

修

一

宮
城
県
合
気
道
連
盟

会

長

白

川

勝

敏

理
事
長

渡

邊

新

（
事
務
局
）

仙
台
市
泉
区
大
沢
二
―
六
―
九

渡
邊
方

senshin@
s3.dion.ne.jp

茨
城
県
合
気
道
連
盟

会

長

常

井

洋

治

理

事

長

飯
島
悦
男

常
任
理
事

桑
原

隆

常
任
理
事

稲
垣
繁
實

同

五
十
嵐
雅
高

同

渡
引
好
文

同

海
老
原
弘
一

理
事
・
監
事
一
同

水

戸

合

気

会

水
戸
市
合
気
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

会
長
・
団
長

飯

島

悦

男

会
員
・
団
員
一
同

群
馬
県
合
気
道
連
盟

代

表

荒

井

俊

幸

群

馬

合

気

会

会

長

荒

井

俊

幸

創
立
３０
周
年

志

木

合

氣

会

代

表

三

輪

明

会
員
一
同

道

場

志

木

市

民

体

育

館
（

柔

道

場

）

［

東

武

東

上

線

柳

瀬

川

駅

徒

歩

１０

分

］

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http
://shiki–aikikai.net/

合
氣
道
修
練
道
場
自
然
館

館

長

吾

妻

正

義

入
間
市
合
気
道
連
盟

会

長

関

戸

章

弘

入
間
幸
武
館
道
場

館

長

中

島

正

吉

合

氣

道

明

心

会

会

員

一

同

蓮

田

合

気

会

合
気
道
大
宮
道
場

会
員
一
同

大
宮
合
気
道
倶
楽
部

会
員
一
同

浦

和

合

気

会

会

長

林

昭

男

Ａ
＆
Ｐ
合
気
道
石
垣
道
場

道
場
長

石

垣

晴

夫

〒
三
三
〇
―
〇
〇
六
一

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
常
盤
九
―
八
―
一
五

松
本
ビ
ル
三
階

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
四
八
―
八
二
二
―
〇

六

五

〇

（
自
宅
）〒
三
三
〇
―
〇
〇
七
三

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
元
町
三
―
三
三
―
一
―
二
〇
四
号

電
話

〇
八
〇
―
六
七
二
一
―
九

二

二

八

草
加
合
氣
道
研
究
会

会

長

中

道

一

也

副
会
長

宮

澤

義

治

千
葉
県
合
気
道
連
盟

会

長

�

橋

嗣

慶

理
事
長

吉

川

滋

合
気
道
花
見
川
道
場

道
場
長

等

々

力

敏

夫

〒
二
六
二
―
〇
〇
四
六

千
葉
市
花
見
川
区
花
見
川
六
―
一
〇
―
二
〇
一

電

話

〇
四
三
―
二
五
八
―
五

七

二

三

野

田

合

気

会

会

長

山

中

紀

光

会
員
一
同

柏

合

氣

会
会
員
一
同

創
立
五
十
周
年

江
戸
川
区
合
気
道
連
盟

理
事
長

藤

城

清

次

郎

理
事
・
会
員
一
同

事
務
局

〒
一
三
三
―
〇
〇
五
六

東
京
都
江
戸
川
区
南
小
岩
二
―
十
二
―
十
六

電

話

〇
三
―
三
六
七
二
―
二

二

四

六

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
三
―
三
六
七
二
―
二

二

五

六

葛

飾

合

気

会

会

長

田

中

満

夫

〒
一
三
三
―
〇
〇
五
一

江

戸

川

区

北

小

岩

四

―

二

―

一

〇

電

話

〇
三
―
三
六
七
二
―
二

〇

三

四

合
氣
道
進
藤
道
場

道
場
主

進

藤

芳

子

〒
一
三
六
―
〇
〇
七
四

江
東
区
東
砂
二
丁
目
三
番
二
号

合
気
道
鍬
守
道
場

道

場

長

鍬

守

和

徳

指
導
部
長

松

丸

裕

中
野
区
合
気
道
連
盟

中
野
区
合
気
道
会

会

長

松

本

肇

祖

師

谷

合

気

会

会

長

中

村

文

子

〒
一
五
七
―
〇
〇
七
三

東

京

都

世

田

谷

区

砧

六

―

二

六

―

十

電

話

〇
三
―
三
四
一
五
―
二

四

〇

二

新

宿

合

気

会

会

長

周
参
見
紳
次
郎

会
員
一
同

荒

川

合

気

会

会

長

酒

井

光

雄

大
田
区
合
気
道
会

〒
一
四
三
―
〇
〇
二
四

東
京
都
大
田
区
中
央
五
―
一
八
―
一

電

話

〇
三
―
三
七
五
五
―
一
二
五
八
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暑
中
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す

中

央

区

合

気

会

会

長

糸

田

寛

人

神
奈
川
県
合
気
道
連
盟

会

長

松

田

良

昭

理
事
長

武

田

義

信

〒
二
四
四
―
〇
八
〇
五

横
浜
市
戸
塚
区
川
上
町
四
八
六
―
七

合
気
道
研
究
会

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

会

長

松

田

良

昭

代

表

武

田

義

信

合
気
道
青
葉
塾
道
場

本

田

靖

生

土
曜
稽
古
会

木
曜
稽
古
会

日
曜
特
別
稽
古
会

〒
二
二
五
―
〇
〇
二
一

横
浜
市
青
葉
区
す
す
き
野
三
―
二
―
一

藤
パ
ー
ク
ビ
ル
二
階

青
葉
教
育
企
画
セ
ン
タ
ー

電
話

〇
四
五
―
九
〇
二
―
一
八
〇
八

富

山

合

気

会

代

表

島

恵

司

道

場

県
営
富
山
武
道
館

黒
部
市
錬
成
館

福
井
県
合
気
道
連
盟

福
井
円
融
会

会

長

松

原

道

一

福
井
道
場

八

木

貞

人

武
生
道
場

滝

波

秀

樹

〒
九
一
〇
―
〇
〇
〇
三

福
井
市
松
本
一
丁
目
三
―
十
五

電
話
〇
七
七
六
―
二
七
―
一
二
四
〇

（
Ｈ
Ｐ
）aikidou.uh–oh.jp

静
岡
県
合
気
道
連
盟

理
事
長

石

原

克

博

他

役
員
一
同

〒
四
一
六
―
〇
九
四
五

静
岡
県
富
士
市
宮
島
六
四
〇
―
一

電
話

〇
五
四
五
―
六
一
―
〇
四
七
九

尾

張

合

気

会

会

長

滝

本

清

三

大
手
前
学
院
合
気
道
教
室

道
場
長

岩

崎

一

基

〒
四
五
五
―
〇
〇
四
四

名

古

屋

市

港

区

築

三

町

三

―

六

電
話

〇
五
二
―
六
五
三
―
〇
七
四
五

三
重
県
合
気
道
連
盟

会

長

杉

田

憲

司

会
員
一
同

合
気
道
四
日
市
合
気
会

会

長

畝

原

正

典

会
員
一
同

滋
賀
県
合
気
道
連
盟

理
事
長

吉

本

邦

夫

副
理
事
長

平

野

誠

同

清

水

正

男

事
務
局

〒
五
二
二
―
〇
〇
五
三

彦

根

市

大

薮

町

五

一

―

一

五

四

合

気

道

滋

賀

本
部
長

小

川

良

紘

五
誓
会
長

平

井

忠

雄

事
務
局

〒
五
二
〇
―
二
三
三
一

滋

賀

県

野

洲

市

小

篠

原

六

四

六

福

山

浩

丞

電

話

〇
七
七
―
五
八
八
―
三
四
六
五

京

都

合

気

会

代

表

小

山

照

雄

会
員
一
同

奈
良
県
合
気
道
連
盟

会

長

窪

田

育

弘

理
事
長

藪

内

啓

壽

公
益
財
団
法
人

大

阪

合

氣

会

代
表
理
事

柳

澤

健

二

大
阪
府
合
気
道
連
盟役

員
一
同

合
氣
会

合
氣
道
大
阪
道
友
会

会

長

野

光

弘

大

阪

武

育

会

木

村

二

郎

上

村

和

康

恒

心

道

場

合

気

道

洗

心

館

館

長

平

田

幸

一

道

場

大
阪
市
北
区
南
森
町
一
―
三
―
十
三

藤
隆
ビ
ル
Ｂ
１

電

話

〇
七
四
五
―
七
三
―
三

七

三

二

和
歌
山
県
合
気
道
連
盟

会

長

九

鬼

家

隆

副

会

長

竹
中
日
出
雄

副
理
事
長

冷
水
照
夫

理

事

長

五
味
田
聖
二

事
務
局
長

松
本
一
夫

会
員
一
同

合
気
道
熊
野
塾

道
場
長

須

川

勉

和
歌
山
県
新
宮
市
元
鍛
冶
町
一
―
五
―
一

神

戸

せ

い

ぶ

館

道
場
長

濱

崎

正

司

館

長

中

尾

眞

吾

相

生

會

堀

井

悦

二

岡
山
県
合
気
道
連
盟

合

気

道

正

武

会

主
席
師
範

壬

生

川

堯

一

門
下
生
一
同

鳥
取
県
合
気
道
連
盟

会

長

朝

倉

一

広
島
県
合
気
道
連
盟

会

長

山

本

治

朗

外

会
員
一
同

山
口
県
合
気
道
連
盟

会

長

中

村

克

也

外

会
員
一
同

愛
媛
県
合
気
道
連
盟

会

長

橋

田

一

美

理
事
長

松

田

正

司

合

気

道

合

心

館

館

長

谷

本

敏

夫

〒
七
九
一
―
八
〇
二
二

松

山

市

美

沢

二

―

一

―

二

二

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
八
九
―
九
二
三
―
四
三
三
三

http
://aikidoaishinkan.jim

do.com
/

合

気

道

敷

島

塾

会

長

工

藤

泰

助

他

傘
下
道
場
一
同

〒
七
七
三
�
〇
〇
一
五

徳
島
県
小
松
島
市
中
田
町
池
ノ
内
二
十
三
―
三

電

話

〇
八
八
五
�
三
二
�
二

二

八

〇

高

松

合

気

会

会

長

西

原

浩

会
員
一
同

〒
七
六
〇
―
〇
〇
一
三

香
川
県
高
松
市
扇
町
一
―
二
十
三
―
三
十
八

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
八
七
―
八
二
一
―
八
七
〇
四

鹿
児
島
県
合
気
道
連
盟

理
事
長

山

口

和

文

副
理
事
長

戸

井

正

一

同

長

洋

孝

〒
八
九
四
�
〇
〇
六
四

鹿
児
島
市
鴨
池
新
町
二
五
―
一
五
―
五
〇
九

電

話
〇
九
九
�
二
一
三
�
〇

五

六

一

熊

本

合

気

会

道
場
長

高

本

和

宜

道
場
長

多

田

広

明

白
雲
悠
々

合
気
道
祥
平
塾

菅

沼

守

人

天
之
武
産
合
気
至
聖
館

熊

本

道

場

外

会
員
一
同

公

益

財
団
法
人

合
気
会

茨
城
支
部
道
場

道

場

長

植

芝

充

央

相

談

役

磯
山

博

指

導

部

磯
山
俊
博

顧

問

藤
枝
一
弘

同

永
島
義
道

総

務

部

長

稲
垣
繁
實

同

平
澤
憲
次

指

導

部

渡
引
好
文

同

秋
本
英
裕

同

大
和
田
幸
正

同

川
上
俊
明

全
国
学
生
合
気
道
連
盟

北
海
道
学
生
合
気
道
連
盟

東
北
学
生
合
気
道
連
盟

関
東
学
生
合
気
道
連
盟

中
部
学
生
合
気
道
連
盟

中
・
四
国
学
生
合
気
道
連
盟

公
益
財
団
法
人

合
気
会

合
気
道
本
部
道
場

日
本
新
聞
印
刷
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

稲

垣

亘

〒
一
〇
八
―
〇
〇
二
三

東
京
都
港
区
芝
浦
四
丁
目
一
七
番
一
一
号

電

話

〇
三
―
三
四
五
六
―
五
七
一
一

株
式
会
社
カ
ル
チ
ャ
ー
ラ
イ
フ

代
表
取
締
役

森

靖

雄

〒
二
四
八
―
〇
〇
一
六

神
奈
川
県
鎌
倉
市
長
谷
一
―
一
五
―
二
七
―
一
〇
一

電

話

〇
四
六
七
―
八
四
―
七

一

二

五

合気道青葉塾道場 検索

事務局



第
１２
回
国
際
合
気
道
大
会
Ｄ
Ｖ
Ｄ

合 気 道 新 聞 （６）平成３０年７月１０日第６９０号

私
（
栗
林
）
は
５
月
３１
日
か

ら
６
月
５
日
ま
で
ク
リ
ミ
ア
・

セ
パ
ス
ト
ポ
リ
地
域
合
気
会
合

気
道
連
盟
（
会
長
セ
ル
ゲ
イ
・

シ
ェ
レ
メ
チ
エ
フ
五
段
）
主
催

の
講
習
会
指
導
の
た
め
、
冬
季

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
地
に
も

な
っ
た
黒
海
沿
い
の
町
ソ
チ
を

訪
問
し
た
。
２
０
０
５
年
に
訪

問
し
て
以
来
１３
年
ぶ
り
の
ソ
チ

で
あ
っ
た
が
、
元
来
ロ
シ
ア
有

数
の
リ
ゾ
ー
ト
で
あ
り
、
加
え

て
２
０
１
４
年
に
開
催
さ
れ
た

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
た
め
に
町
は

大
き
く
様
変
わ
り
し
て
、
更
に

私
の
訪
問
１０
日
後
に
は
サ
ッ
カ

―
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
会
場
に

も
な
る
事
か
ら
、
町
中
が
活
気

に
満
ち
溢
れ
て
い
た
。

講
習
会
は
ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
会
場
跡
地
で
あ
る
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
パ
ー
ク
に
近
い
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
内
道
場
で
６
月
１
日

か
ら
３
日
ま
で
計
４
ク
ラ
ス
行

わ
れ
、
エ
フ
パ
ト
リ
ア
、
ヤ
ル

タ
、
シ
ン
フ
ェ
ロ
ポ
リ
、
セ
パ

ス
ト
ポ
リ
等
の
ク
リ
ミ
ア
各
都

市
は
勿
論
の
こ
と
、
地
元
ソ
チ

を
は
じ
め
、
モ
ス
ク
ワ
、
サ
マ

ラ
、
更
に
隣
国
ア
ル
メ
ニ
ア
か

ら
の
参
加
も
含
め
、
１
０
０
名

程
が
２
０
０
枚
の
畳
を
敷
き
詰

め
た
体
育
館
い
っ
ぱ
い
に
元
気

に
稽
古
に
励
ん
だ
。

ク
リ
ミ
ア
の
合
気
道
の
歴
史

は
ま
だ
浅
い
が
、
会
長
の
セ
ル

ゲ
イ
氏
、
事
務
局
長
の
コ
ン
ス

タ
ン
チ
ン
氏
を
は
じ
め
、
会
員

達
の
合
気
道
に
掛
け
る
想
い
は

熱
く
、
今
後
も
本
部
道
場
と
の

関
係
を
密
接
に
保
ち
な
が
ら
、

更
な
る
ク
リ
ミ
ア
で
の
合
気
道

の
発
展
に
尽
力
し
て
く
れ
る
事

で
あ
ろ
う
。
（
本
部
道
場
指
導

部
師
範

栗
林
孝
典
）

モ
ル
ド
バ
講
習
会

私
（
櫻
井
）
は
６
月
６
日
か

ら
１２
日
ま
で
、
モ
ル
ド
バ
合
気

道
協
会
講
習
会
の
た
め
に
、
同

国
首
都
キ
シ
ナ
ウ
を
訪
れ
た
。

空
港
に
て
連
盟
副
会
長
の
ビ

タ
リ
ー
・
オ
ン
チ
ャ
氏
の
出
迎

え
を
受
け
る
。

７
日
、
ス
ポ
ー
ツ
大
学
内
に

あ
る
、
武
勇
館
道
場
で
通
常
の

稽
古
を
指
導
。参
加
者
は
１５
名
。

翌
日
か
ら
市
内
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン

プ
レ
ッ
ク
ス
で
講
習
会
。
３
日

間
で
２
時
間
の
講
習
を
５
回
行

っ
た
。
参
加
者
約
６０
名
。
国
外

は
ブ
ル
ガ
リ
ア
、ル
ー
マ
ニ
ア
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ロ
シ
ア
か
ら
の

参
加
が
あ
っ
た
。

モ
ル
ド
バ
と
聞
い
て
ピ
ン
と

く
る
日
本
人
は
多
く
な
い
。
ル

ー
マ
ニ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
は

さ
ま
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
最
貧
国
と
い
わ
れ

る
同
国
で
、
会
員
は

実
直
に
、
熱
心
に
稽

古
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
ま
だ
ま
だ
人
数

は
多
く
な
い
が
、
こ

の
熱
が
浸
透
し
て
い

く
こ
と
は
間
違
い
な

く
、
そ
こ
に
携
わ
れ

る
こ
と
に
喜
び
を
感

じ
る
。
お
互
い
の
更

な
る
向
上
を
期
し

て
、
帰
国
の
途
に
着

い
た
。
（
本
部
道
場

指
導
部
師
範

櫻
井

寛
幸
）

栗林師範の稽古の様子

合
気
道
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｙ
Ｓ
道

場
２５
周
年
、
リ
ト
ア
ニ
ア
合
気

道
協
会
１５
周
年
記
念
大
会
は
日

本
国
大
使
館
の
後
援
を
受
け
て

開
催
さ
れ
、
６
月
１４
日
か
ら
２０

日
ま
で
リ
ト
ア
ニ
ア
の
首
都
ヴ

ィ
ル
ニ
ュ
ス
に
あ
る
Ｄ
Ｅ
Ｌ
Ｆ

Ｉ
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
て
植

芝
充
央
本
部
道
場
長
を
招
き
行

わ
れ
た
。
本
大
会
に
は
リ
ト
ア

ニ
ア
国
内
の
道
場
を
は
じ
め
と

し
て
、
エ
ス
ト
ニ
ア
、
ラ
ト
ビ

ア
な
ど
の
近
隣

諸
国
、
さ
ら
に

ロ
シ
ア
や
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
、
イ

ギ
リ
ス
な
ど
１４

か
国
が
参
加
、

総
勢
約
２
６
０

名
の
人
々
が
集

ま
っ
た
。
ま
た

１５
日
に
は
大
使

館
の
依
頼
に
よ

り
ヴ
ィ
ル
ニ
ュ
ス
大
学
に
て
道

場
長
に
よ
る
合
気
道
に
つ
い
て

の
１
時
間
の
講
義
が
行
わ
れ
、

学
生
や
大
学
関
係
者
、
一
般
の

方
を
合
わ
せ
て
約
１
０
０
名
が

集
ま
っ
た
。
大
会
の
開
会
に
際

し
て
植
芝
本
部
道
場
長
は
「
こ

の
記
念
す
べ
き
日
に
国
内
外
を

合
わ
せ
て
こ
れ
だ
け
多
く
の
方

が
集
ま
っ
た
こ
と
は
、
合
気
道

の
輪
の
強
さ
、
そ
し
て
リ
ト
ア

ニ
ア
の
皆
さ
ん
が
多
く
の
方
々

と
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
強
く

感
じ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
輪
が
よ

り
大
き
く
な
る
こ
と
を
期
待

し
、
さ
ら
に
は
リ
ト
ア
ニ
ア
で

の
合
気
道
が
よ
り
広
が
っ
て
い

く
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
」

と
挨
拶
を
行
な
っ
た
。
講
習
会

は
植
芝
道
場
長
に
よ
る
１
時
間

半
の
稽
古
が
４
回
行
わ
れ
た
。

ま
た
松
村
指
導
員
が
少
年
部
の

１
時
間
の
稽
古
を
１
回
指
導
し

た
。
植
芝
本
部
道
場
長
は
始
め

に
入
身
と
転
換
、
転
身
、
呼
吸

力
に
よ
っ
て
合
気
道
の
動
き
が

展
開
さ
れ
る
こ
と
を
説
明
し

た
。
そ
し
て
正
面
打
ち
や
横
面

打
ち
に
始
ま
り
、
片
手
取
り
や

諸
手
取
り
、
後
ろ
両
手
取
り
な

ど
様
々
な
取
り
方
で
講
習
会
の

指
導
を
行
っ
た
。
そ
の
中
で
取

り
方
が
変
わ
っ
て
も
基
本
の
体

捌
き
は
変
わ
ら
な
い
事
を
意
識

し
て
稽
古
を
行
な
う
こ
と
を
強

調
し
た
。

１７
日
の
午
後
の
講
習
会
後
に

は
記
念
演
武
会
が
行
わ
れ
た
。

演
武
会
の
開
会
に
際
し
て
は
在

リ
ト
ア
ニ
ア
日
本
国
大
使
館
の

重
枝
豊
英
特
命
全
権
大
使
が
臨

席
さ
れ
、
挨
拶
を
行
な
っ
た
。

リ
ト
ア
ニ
ア
国
内
の
道
場
の
演

武
に
始
ま
り
、
海
外
道
場
に
よ

る
演
武
、
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｙ
Ｓ
道

場
会
員
に
よ
る
演
武
、
最
後
に

植
芝
本
部
道
場
長
の
総
合
演
武

で
締
め
く
く
ら
れ
た
。
同
日
２０

時
半
よ
り
２
時
間
の
記
念
パ
ー

テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
、
約
８０
名
が

集
っ
た
。
今
回
の
記
念
行
事
で

は
老
若
男
女
を
問
わ
ず
多
く
の

方
々
が
参
加
し
、
ま
た
多
く
の

白
帯
の
参
加
者
も
集
ま
っ
た
。

ま
た
近
年
は
子
供
の
会
員
数
が

毎
年
増
加
し
て
い
る
と
い
う
。

今
後
リ
ト
ア
ニ
ア
で
は
合
気
道

が
さ
ら
に
発
展
し
、
普
及
し
て

い
く
可
能
性
を
感
じ
た
。

１４カ国から約２６０名が参加した

植芝本部道場長と重枝大使夫妻

私
（
金
澤
）
は
６
月
１
日
か

ら
３
日
ま
で
、
ラ
ト
ビ
ア
合
気

道
連
盟
の
要
請
に
よ
り
ラ
ト
ビ

ア
の
首
都
リ
ガ
で
講
習
会
の
指

導
と
昇
段
審
査
を
行
っ
た
。

ラ
ト
ビ
ア
合
気
道
連
盟
は
ボ

ロ
ー
ジ
ャ
氏
と
サ
ー
シ
ャ
氏
の

２
人
が
代
表
を
務
め
、
普
段
は

２
人
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
団
体
で

活
動
し
て
い
る
が
、
ラ
ト
ビ
ア

の
合
気
道
の
た
め
必
要
に
応
じ

て
協
力
し
て
活
動
を
行
っ
て
い

る
。講

習
会
は
リ
ガ
市
内
の
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
の
柔
道
場
で

行
わ
れ
、
ラ
ト
ビ
ア
の
ほ
か
ロ

シ
ア
の
モ
ス
ク
ワ
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
、
英
国
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
の

参
加
も
あ
り
、
毎
回
７０
名
か
ら

８０
名
が
稽
古
に
参
加
し
た
。

期
間
中
計
５
回
の
稽
古
が
行

わ
れ
、
１
年
ぶ
り
の
訪
問
に
な

る
の
で
基
本
技
を
通
し
て
取
り

と
受
け
の
体
の
使
い
方
に
焦
点

を
あ
て
指
導
を
進
め
た
。
ま
た

最
終
日
に
は
昇
段
審
査
が
行
わ

れ
、
初
段
２
名
、
弐
段
１
名
、

参
段
３
名
が
合
格
し
た
。

長
年
に
わ
た
り
ボ
ロ
ー
ジ

ャ
、
サ
ー
シ
ャ
両
氏
が
連
盟
を

ま
と
め
て
き
た
が
、
こ
れ
か
ら

は
両
氏
の
下
で
稽
古
し
て
い
る

次
の
世
代
の
会
員
が
、
ラ
ト
ビ

ア
の
合
気
道
を
牽
引
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
し
っ
か

り
と
し
た
協
力
体
制
を
作
り
上

げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る

と
感
じ
た
。
（
本
部
道
場
指
導

部
師

金
澤

威
）

ポ
ー
ラ
ン
ド
で

セ
ミ
ナ
ー
指
導

私
（
森
）
は
６
月
１
日
か
ら

３
日
ま
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
て
合

気
道
合
気
会
セ
ン
タ
ー
ポ
ー
ラ

ン
ド
の
セ
ミ
ナ
ー
を
指
導
し
ま

し
た
。
会
場
は
首
都
ワ
ル
シ
ャ

ワ
か
ら
車
で
２
時
間
の
ス
テ
ラ

ビ
エ
シ
に
あ
る
合
宿
所
。
純
和

風
建
築
の
道
場
や
宿
泊
施
設
が

特
徴
的
で
す
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
で

畳
に
布
団
で
寝
る
と
は
思
っ
て

も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
の
講
習
会
は
３
日
間
に

亘
っ
て
開
か
れ
、
１
時
間
の
稽

古
７
回
と
審
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
は
１
７
５
名
。
ポ

ー
ラ
ン
ド
、
チ
ェ
コ
、
ス
ロ
バ

キ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
か
ら
会
員
が
集
ま
っ
て
き

ま
し
た
。
参
加
者
に
は
若
い
世

代
も
多
く
今
後
の
発
展
も
大
い

に
期
待
で
き
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は「
春
合
宿
」

と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る

恒
例
の
行
事
で
す
。
し
か
し
今

年
は
温
暖
化
の
影
響
か
、
日
中

は
３０
度
に
も
な
り
ま
し
た
。
そ

ん
な
中
、
し
っ
か
り
稽
古
し
て

い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。（
本

部
道
場
指
導
部
師
範

森
智

洋
）

桜井師範（前列中央）と参加者

金澤師範の呼吸法

▼
内
容
‥
植
芝
守
央
道
主
の

特
別
講
習
を
は
じ
め
、
世
界

各
国
師
範
の
講
習
を
収
録
。

▼
本
篇
‥
九
時
間

▼
価
格
‥
五
、四
〇
〇
円（
税

込
み
）

▼
申
込
み
方
法
‥
名
前
、
住

所
、
電
話
番
号
、
所
属
団
体

を
明
記
の
上
ご
注
文
下
さ

い
。

▼
申
込
み
先
‥
国
際
企
画
セ

ン
タ
ー

〒
一
四
三
‐
〇
〇
二
四

東
京
都
大
田
区
中
央
五
‐
一

八
‐
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
‥
〇
三
‐
三
七
五
五

‐
一
二
五
八

E
–

m
ail

‥

ozakisho
1818@

gm
ail.com

森師範の四方投げ

合気道ＳＵＫＵＲＹＳ道場２５周年

ラ
ト
ビ
ア
講
習
会

ク
リ
ミ
ア
連
盟
主
催
で
講
習
会



合 気 道 新 聞 第６９０号平成３０年７月１０日（７）

私
（
入
江
）
は
パ
ウ
リ
ス
タ

合
気
道
連
盟
（
Ｆ
Ｅ
Ｐ
Ａ
Ｉ
）

会
長
西
田
孚
師
範
の
お
招
き
に

よ
り
、
５
月
１
日
か
ら
１５
日
ま

で
ブ
ラ
ジ
ル
連
邦
共
和
国
・
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
共
和
国
を
訪
問
し

講
習
会
指
導
を
行
っ
た
。

２
日
早
朝
に
サ
ン
パ
ウ
ロ
に

到
着
し
空
港
で
西
田
師
範
、
Ｆ

Ｅ
Ｐ
Ａ
Ｉ
会
員
の
土
肥
リ
カ
ル

ド
幹
夫
氏
と
合
流
す
る
と
最
初

の
訪
問
地
セ
ア
ラ
州
都
フ
ォ
ル

タ
レ
ー
ザ
に
向
か
い
、
地
元
の

倫
成
（
リ
ン
セ
イ
）
道
場
（
パ

ウ
ロ
・
リ
ン
ス
道
場
長
）
で
２

時
間
の
講
習
会
が
行
わ
れ
た
。

参
加
者
は
３０
名
。

４
日
サ
ン
パ
ウ
ロ
に
移
動
。

５
、
６
日
の
両
日
、
Ｓ
Ｅ
Ｓ
Ｃ

（
セ
ス
ク
）
サ
ン
ト
・
ア
マ
ー

ロ
を
会
場
と
し
て
講
習
会
が
行

わ
れ
、
計
４
回
、
初
回
は
Ｆ
Ｅ

Ｐ
Ａ
Ｉ
有
段
者
対
象
、
２
、
３

回
目
は
Ｆ
Ｅ
Ｐ
Ａ
Ｉ
会
員
の

み
、
最
終
回
は
オ
ー
プ
ン
セ
ミ

ナ
ー
、
参
加
者
数
は
多
い
回
で

１
４
０
名
。

７
日
、
パ
ラ
ナ
州
都
ク
リ
チ

ー
バ
に
移
動
。
地
元
シ
ン
ジ
道

場
主
管
の
講
習
会
が
２
時
間
を

２
回
、
参
加
者
は
６６
名
。

８
日
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
共
和

国
首
都
ブ
エ
ノ
ス
・
ア
イ
レ
ス

に
移
動
。
空
港
で
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
合
気
道
オ
ー
ガ
ニ
ゼ
イ
シ
ョ

ン
会
長
ロ
ベ
ル
ト
・
パ
ル
マ
会

長
の
出
迎
え
を
受
け
た
。

９
日
、
マ
ル
・
デ
ル
・
プ
ラ

ー
タ
市
に
移
動
。
午
後
７
時
か

ら
９
時
ま
で
マ
ル
・
デ
ル
・
プ

ラ
ー
タ
支
部
主
管
の
講
習
会
が

行
わ
れ
、
参
加
者
は
４０
名
。

１１
日
ブ
エ
ノ
ス
・
ア
イ
レ
ス

に
移
動
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
合
気

道
協
会
会
長
の
倉
田
勝
利
師
範

が
パ
ル
マ
道
場
ま
で
わ
ざ
わ
ざ

来
て
下
さ
っ
た
。
８０
歳
を
迎
え

ら
れ
た
師
範
の
お
元
気
な
お
姿

に
こ
ち
ら
も
頑
張
ら
ね
ば
と
気

持
ち
を
新
た
に
し
た
。

１２
日
は
バ
ナ
デ
（
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ａ

Ｄ
Ｅ
）
・
ク
ラ
ブ
を
会
場
に
、

２
時
間
の
講
習
を
２
回
で
参
加

者
は
１
６
０
名
。
そ
の
後
会
場

内
の
施
設
を
借
り
て
ア
サ
ー
ド

（
焼
肉
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
）
・
パ

ー
テ
ィ
ー
。
会
員
が
腕
を
ふ
る

っ
て
調
理
。
肉
を
食
し
な
い
小

生
の
た
め
に
お
魚
を
焼
い
て
い

た
だ
い
た
。
ま
た
パ
ル
マ
会
長

郷
里
メ
ン
ド
ー
サ
産
の
赤
ワ
イ

ン
も
し
っ
か
り
と
堪
能
。

１３
日
午
前
１０
時
か
ら
１１
時
半

ま
で
パ
ル
マ
道
場
に
て
滞
在
最

後
の
講
習
。
一
級
以
上
有
段
者

対
象
で
参
加
者
数
は
５３
名
。
全

日
程
を
終
了
し
た
。

Ｆ
Ｅ
Ｐ
Ａ
Ｉ
主
催
の
講
習
会

で
は
同
連
盟
４０
周
年
を
記
念
し

て
の
道
主
の
祝
辞
が
ブ
ラ
ジ
ル

講
習
会
各
所
で
披
露
さ
れ
た
。

ブ
ラ
ジ
ル
・
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
国

内
の
経
済
状
況
が
よ
く
な
い
話

を
い
た
る
と
こ
ろ
で
耳
に
し

た
。
主
催
団
体
の
講
習
会
開
催

に
至
る
ご
苦
労
は
大
変
で
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

西
田
先
生
、
２
週
間
に
わ
た

り
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
て

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

幹
夫
さ
ん
あ
り
が
と
う
。
お

蔭
で
と
て
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き

ま
し
た
。
パ
ル
マ
さ
ん
、
温
か

い
お
も
て
な
し
に
ム
チ
ョ
・
グ

ラ
シ
ア
ス
。
（
本
部
道
場
指
導

部
師
範

入
江
嘉
信
）

入江師範（前列中央）と参加者が勢揃い

前列左より、倉田師範、入江師範、西田師範、
後列左より、セルヒオ氏、パルマ会長

工大学�森正寛、�橋昌悟、泉川健、渡

邊碧、�橋絢子、五十嵐爽子◆名古屋大

学�永田美幸◆日本獣医生命科学大学合

気道同好会�宮川楓都、寺田えりか、山

本慧樹◆鹿児島大学医学部歯学部合気道

道場�福添拓也、三ケ島惇平◆高知大学

医学部�江口直輝、西村奈緒◆高知工科

大学�村井航、本村和也、加藤仁志、梶

原慎二◆岐阜医療科学大学�大谷悠華、

清野真理子、小島喬裕◆LATVIA�G.
Jurginauskas、J.Kuznecovs◆U.S.A．�M.
Perry、D.Alfonso、A.Aloia、S.Helm、E.
Magee、M.Mamayev、W.Scipione、D.Levine
◆NETHERLANDS�A.Jedynak、A.Pirek、
A.Boekee、F.Lasseur、L.Bentum◆PORTU-
GAL�H.Switha、R.Sousa、T.Guerra、L.
Miguel、V.Sousa、P.Freitas、D.Barnard、
C.Mogo、 R.Pina◆FRANCE�C.Froissart、
N.Djahnit、C.Camilli、M.Bartkowiak◆BRA-
ZIL�V.CamposJr．、A.Barbosa、A.Penna、
J.Cardoso、R.Santini、P.Zito、S.Severo、
L.Guerra、C.Silva、A.Souza、A.Tichauer、
V.Santos、R.Viana、P.Souza、P.Muniz、
M. Lima 、 L. Rodrigues 、 J. Cardoso 、 J.
Meirelles、G.Leite、E.Fontes、C.Bastos、

A.Prudente、A.Motta、A.Cuginotti、E.Ferro、
L.Silvia、R.Jaoude、L.Pereira、J.Silva、G.
Barbosa 、 A. Ribeiro ◆ BELGIUM � M.
Saller、J.Son◆RUSSIA�P.Kutsev、S.Bala-
bay、F.Voropiev、E.Krasavin、A.Gladalov、
N.Teknedzyan、E.Kasyanov、E.Korkina、
P.Melnikov、G.Maximov、V.Shelepov、D.
Motovilov、A.Kuzovitkin、A.Izmestiev、
V.Sakhno、A.Semin、Y.Zheleznikov、S.
Chernyaev、 I. Savina、A. Sevrykova、A.
Shakas、S.Makeev、A.Ovsynnikov、M.Sad-
chikov、I.Terskih、N.Ilyin、I.Shceglov、
A.Avdeev、A.Nesterenko、E.Philippov、
A.Kremnev、G.Volodin、K.Zvanareva、S.
Son、A.Guseynov、D.Abduazizov、A.Shari-
pov、Y.Vasilev、R.Volodkin、A.Vasil’Ev、
P.Evtushenko、A.Mikhailova、E.Morozov、
A.Radjabov、 N.Yaremenko、 N.Nikolaev、
K.Pilipenko、M.Smyslov、V.Vershinina、
M.Smurov、P.Maloletneva、K.Mikhaylova、
E.Prohorova、A.Vlasov、A.Stankevich、A.
Shikharbeev、O.Bliznyuk、T.Bakirov、D.
Putsev 、 V. Saenko 、 E. Khatamova 、 A.
Shashkova、E.Morina、D.Budenev、M.Aliev、
K.Trepalova、A.Slovyagina、R.Matveev、

Y.Nikonova、I.Valeev、E.Yakovlev、M.Kis-
lov、A.Kazimirova、M.Arefjev、A.Ayva-
zyan、V. Oratovskaya、 I. Movilyanu、V.
Drachev、A.Lukin、I.Pasko、V.Pasko、Y.
Kustkova、S.Simakov、E.Savchenko、A.Sy-
soev、V.Chubarkin、R.Pershikov、M.Dmi-
truk、S.Konovalov、E.Tucha、E.Kushnikov、
O.Kozhina、K.Kaliniak、A.Savin、E.Savina、
A.Parfenova、 A.Fedorov、 V.Malinovskii、
Y.Dombrovsky、A.Tarasenko、V.Babichev、
A.Guseva、H.Avakyan、A.Potapov、I.Rut-
skaya、A.Shcherbakova、D.Zavyalov、V.
Sinyukov 、 E. Sidorov 、 Z. Kasaev 、 A.
Shipunova、 A.Kazakova、 M.Mukhachev、
A.Butyrin、M.Maltcev、A.Pokrovskii◆U.
K．�M.Bland、P.Cruz、M.Doersam、M.
Doerig、D.Green、W.Nayman、D.Colwill、
P. Czerwinski、 J. Barbour◆SERBIA�D.
Rnic、◆LUXEMBOURG�A.Schumacher、
N.Paiva◆ITALY�D.Sala、L.Filipello◆
KYRGYZTAN�D.Turov、M.Yunusov、
K. Azimova 、 A. Maksatbekov 、 E.
Kubanychbekov、B. Nogoibaev、 I. Alpar-
bekova、M.Eshenbubaeva、N.Konshin、A.
Bozhokov、D.Zapirov、M.Urusaliev、D.Sei-

dasimov、A.Gorev、B.Duyshembiev、A.Saty-
baldiev、A.Ismailov、V.Radchenko、A.Bu-
daichiev、B.Samratov、T.Uzakbaev、B.Ma-
madzhanov、N.Akimzhanov、I.Malabekov、
S.Taalaibekova、N.Zhumaliev◆SWITZER-
LAND�R.Kende、 S.Zeka、 E.Grevtcova、
A.Ebener、S.Christ、S.Hautle、R.Polifka
◆BELARUS�G.Condrea、V.Ciobanu◆
POLAND�B.Kardasinska、S.Robak、A.
Micor、P.Zurawski◆GERMANY�S.Rop-
pel◆ARGENTINA�F.Miranda、J.Sapriza、
M.Garcia、L.Avila◆中国�袁 、T.Gurung
◆SPAIN�N.Mancilia、J.Montejo、M.Cala-
horra、J.Postigo、J.Huertas、M.Garcia、I.
Conde、S.Perez、C.Tena、E.Parera、J.Lum-
breras ◆ UKRAINE � K. Balyshev 、 A.
Kutkova、A. Gnidenko、B. Gitelman 、 I.
Moroz、D.Vachov、B.Khotynets、B.Lashch、
S.Seliverstov、Y.Plotnichenko、O.Bazyliuk、
I.Basiuk、S.Shamanskyi、O.Kislov、M.Kosti-
uchenko、M.Moshnoriz◆HUNGARY�F.
Koi、P.Feher◆SOUTHAFRICA�L.Green、
K.Pannell◆中華民国台湾�施威同、謝明

倩、陳�丞、楊振國、�子頡、洪憲忠、蔡

明宏、蔡睿庭、 定一、M.Leu、林保華

ブブララジジルル・・アアルルゼゼンンチチンン講講習習会会１５
日
間
４８９
名
が
参
加
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合 気 道 新 聞 （８）平成３０年７月１０日第６９０号

【四段】

◆友志館�深津強、大橋恵理子、M.Ussher
◆心架塾�木村正治◆人吉合気会�大柿

朗大◆川崎流氣会�白田信吾◆横浜国際

合気道会�二宮賢治◆奥飛騨円心会�清

水和弥◆長崎氣和会�牟田有司◆熊野塾

�I.Wolflisberg、W.Elena、G.Stephane◆
合気道武友会�赤池由紀子◆長崎合気道

会�北島利彦、中村武夫、池下一彦◆小

林道場�R.Petrovic、V.Glavcic、M.Lazic
◆昭島合気道会�坪坂丘之、木村憲治◆

A.K.I． �N.Harpaz◆祥平塾�岡留春美、

市原重夫◆神都久保道場�小倉智秀◆菅

原総合武道研究所�J.Sanchez◆多摩合気

会�田中哲郎◆大阪武育会�宮島幸子、

國本隆◆楠見西合気道クラブ�矢渡隆博

◆麻布道場�黒河志保、加瀬龍男◆合気

道平成会�氏家俊典◆長谷川道場�木野

吉晴◆合気道和心会�西田秀樹◆武産合

氣凌雲館�中島昭典、早尾倉義◆AUS-
TRIA�D.Nestelberger、F.Biker、T.Gat-
tringer◆FRANCE�H.Flader、C.Froissart
◆BRAZIL�R.CarvalhoJr．、R.Doi、J.Silva、

L.Simon、A.Santana、J.Dias、F.Lee◆BEL-
GIUM�A.Renotte◆RUSSIA�O.Mezent-
sen、A.Golikov、S.Konstantinov、A.Nau-
mov、K.Kazakov、P.Bakulev◆U.S.A．�
K.Rice、D.Rozin、N.Gilbert、J.King、熊

谷義孝、M.Malitsky◆U.K．�J.Pearson、

T.Stevens、R.Linfoot、M.Davies◆NETH-
ERLANDS�J.Groep、M.Kok◆KYRGYZ-
TAN�L.Kim◆GERMANY�H.Liberman
◆UKRAINE�O. Golovach、D. Zhushma
◆ SWITZERLAND�M. Fehr ◆ ARGEN-
TINA�J.Novelle、J.Villalba、S.Manuel◆

HUNGARY�G.Bodnar、J.Adam
【参段】

◆心架塾�橋本純一◆西馬込合気道会�
鈴木千晴◆長崎氣和会�岩本成子、牟田

晶◆谷神会�姜坪、東久光◆熊野塾�M.
Zgorski、S.Mark、W.Bruno、L.Michel、

A.Olivier、L.Tapio、M.Damien◆江東区

合気会�遠藤雄二◆坂戸合気会�宮本修

三◆合気道三浦�久保博晃◆本郷台合気

会�伊藤健一◆志木合気会�中村勝晶◆

小林道場�D.Novita、A.Prayitno、I.Ilicin、

J.Jovanovic、Z.Braunovic、M.Popara、R.
Mondescu、M.Alzaidi、R.Movradinov、R.
Arnaudov◆城南合気会�加部和久◆神都

久保道場�谷岡孝浩◆さぬき合気道教室

�山本浩之◆菅原総合武道研究所�J.
Costa、F.Canchales◆大阪合気会�寺尾

朋之◆大阪武育会�田中徹、村下雄三、

谷岡めぐみ、橋本芳直、中島瑞木◆大田

区合気道会�田中康友◆京都近江合気会

��村陽子◆明心会�戸沢克高◆合気道

平成会�田中常夫◆守清館�土橋博文、

土橋まさみ、政井亜子、樫原進、今木港

◆合気道和心会�川村眞章、坂口雅、多

田真由美、小田村航◆武産合氣凌雲館�
�井一浩◆紀州熊野合気会�P.Nadal◆

LATVIA�M.Veide、A.Salimbajevs、T.Tu-
rulina◆U.S.A．�B.Engh、R.Hinton、K.
Keilbach、J.Bulla、S.Petrov◆AUSTRIA
�M. Muhlegger 、 S. Karger 、 S. Landl ◆

FRANCE�T.Heznadi、C.Froissart◆BRA-
ZIL�R.Guimaraes、O.Maniglia、V.Souza、

V.Motomura、H.Narvaez、M.Nogueira、J.
Yerovi、C.Ianeri、G.Martins、M.Jovchelevich
◆BELGIUM�A.Cardon、M.Vanderbrug-
gen、I.Geldhof、M.Belekrati◆RUSSIA�
L.Mezentseva、D.Ovchinnikov、E.Mogil-

nikov、A.Gorshkov、A.Opredelenkov、V.
Petrova、I.Sinev、N.Matveev、D.Karpov、

I.Papaev、N.Momot、A.Novikov、S.Vasyu-
tin、V.Andreyashin、I.Shustov◆U.K．�
T.Tam、W.Nayman◆UKRAINE�D. Ti-
urin、O.Karnatskiy、A.Shachko、O.Matuk-
hno、A.Gura◆GREECE�A.Gogorosis◆

SERBIA�N. Dankovic、A. Hadziabdic◆

LUXEMBOURG � A. Charpentier 、 H.
Saintes◆ITALY�F.Zanon、P.Trevisan◆

NETHERLANDS � H. Koefoed ◆ KYR-
GYZTAN�L.Sobolina、S.Sharshenaliev、

A.Havazov、E.Urmanov、C.Saparbekova
◆GERMANY�O.Trepels、J.Hlawon、N.
Frenzke◆ SPAIN�M. Goedecke ◆ HUN-
GARY�S.Rahai、J.Horvath◆中国�干

、 宣文◆SWITZERLAND�S. Bat-
tistel、M.Regnani、P.Lauri、S.Ryser、C.
Apicella ◆ POLAND�M. Kopiejc ◆ AR-
GENTINA�N. Torelli、A. Martorell、 F.
Borges、D.Ferreyra◆中華民国台湾�李

岳峰、郭建和、李宜堅

【弐段】

◆心架塾�大鹿和真、藤井愛理紗、矢倉

勉、山本晃嗣、竹本�夫、原健一郎、松

井純子◆高知合気道グループ�北岡慶子

◆合気道岐阜一元会�土肥智木◆春風会

�海野由美子◆武友館袋井合気道場�廣

岡倍男◆花見川道場�峠和男◆多賀城合

気道道場�氏家聖子◆熊野塾�D.Del-
monico、B.David、P.Dominique、K.Hugo、

D.Patrick、B.David、R.Laurent◆江東区

合気会��野宜子◆合心館谷本会�A.
Barutto、S.Guzzon◆合気道三浦�飛田涼

馬◆合気道武友会�大橋サトシ、盛田ち

あき、中村勝重◆央名会子平塾蟹江道場

�W.Queiroz◆小林道場�I.Zunaidi、B.
Banteng、F.Hendry、B.Soesilo、O.Ariansih、

B.Oetomo、D.Pradhana、M.Nathania、R.
Wulandari、I.Ginting、E.Adi、H.Daili、T.
Swantry、Hartono、R.Qodri、Y.Hendri、

A. Wiweko 、 M. Vukic 、 V. Runtic 、 D.
Solomun、D.Vujicin、M.Jeremic、D.Mihelic、

A.Regina、N.Correa、M.Atanassova◆尚

武館�前田賢治◆祥平塾�劔持英男◆神

武館�野上美津雄◆さぬき合気道教室�
祖川祐典◆心和会��田大介◆千葉合気

道館�河野久志、河野貴志◆多摩合気会

�渡邉慶子◆大阪合気会�俣野露、餅田

進彦◆大阪武育会�野村沙里奈、西谷有

平、岩本雅充、堀江弘子、山中六人、福

井理恵子◆浜風合気会�佐藤富男、岩渕

和司◆伊豆至誠会��岡彩子◆等々力道

場�佐藤圭◆藤沢合気道同好会�生島達

也◆京都近江合気会�金子晋也◆楠見西

合気道クラブ�矢渡望◆入間幸武館道場

�鹿野和則◆武栄会�丸永美保、曽我麻

衣子◆平和台合気道同好会�C.Jones◆
防衛省合気道連合会�住吉玄�◆北総合

気会�E.Hoogerbrug、A.Reinders◆円悠

会�T.Tri、T.Van◆明心会�篠�広志◆

合気道平成会�米山和利◆多治見道場�
三好孝昇◆長谷川道場�小林良太朗、水

田敦大、渡邉聖人◆瑞浪道場�水野統之

◆倉吉合気会�横山満男◆合気道楽々健

身倶楽部�金�定男、丹羽盛平◆紀州熊

野合気会�C.Santos、A.Fernandez◆無想

会�渡辺清◆大阪府立大学羽曳野キャン

パス合気道部�池田史織◆東北大学�中

村凱明◆防衛医科大学校�中村洋介、小

島涼◆名古屋大学�内田彩香◆高知大学

医学部�吉本大治、上野雄介◆高知工科

大学�増田奏海、佐藤智一◆U.S.A．�I.
Koshelev、D.Ditlof、J.Sandlow、J.Seko、

L.Sevigney、A.Fleming、S.Webb◆ISRAEL
�M.Bommeli、D.Juelskjaer◆LATVIA�
A.Sisovs◆AUSTRIA�H.Hackl、P.Krim-
bacher、E.Rivai、R.Kotzmuth、J.Sipos◆

CAMBODIA�I.Watanabe◆FRANCE�E.
Chiabrando、M.Lindblad、A.Petcu、A.Mel-
loul、C.Froissart、M.Herve◆BRAZIL�L.
Cerano、S.Costa、A.Avelar、E.Saito、A.
Nakata、F.Menezes、M.Bueno、R.Lazzarini、

L.Silva、F.Peracio、P.Peixoto、F.Sereno、

G. Gosch、L. Teramoto◆BELGIUM�K.
Renette、S.Vanwildemeersch、A.Flypo、

G.Willems、K.Neels、B.Vancluysen、M.
Patti、L.Duval◆RUSSIA�A.Voronin、E.
Pavlenko、E.Ivanchenko、A.Saksonov、K.
Levina、A. Kramar、E. Nechaeva、R. Ni-
zamova、I.Galiev、V.Raevsky、I.Grishma-
novskii 、 K. Kuznetsov 、 S. Antipov 、 V.
Ananyev、A.Loshkarev、D.Litvinov、A.Pod-
porin、F.Terehov、A.Lvov、A.Deryabin、

O.Smirnov、A.Elohin、A.Shibaev、O.Lebe-
deva、N.Kirin、V.Sokolov、D.Efimova、

A.Vasilev、I.Zhovnir、B.Poley、A.Kudry-
ashov、I.Strebkov、D.Zharov、O.Titova、

T.Smirnov、R.Shakirov、I.Shemitov、M.
Gontar、I.Matyatova、A.Kuzmin、M.Bo-
guslavskiy、D.Aleksandrov、V.Shutova、

V.Lyuminarskiy、N.Kuru、L.Aleksandrov、

A.Shpilev、A.Kakotkin、E.Burjanova、D.
Levchenko、V.Mazynskiy、V.Kodema、V.
Kodema、E.Popovich、V.Shangin、A.Shid-
lovskiy、O.Basangov、E.Khadeeva、V.Kole-
sov、Y.Shmelkov◆NETHERLANDS�P.
Narloch、J.Cukierda、A.Grzesiak、T.Vlot、

N.Birkenholz◆TURKEY�A.Rehman◆U.
K．�W.Nayman、P.Allen、I.Ali、T.Jopek、

J.Vieira、N.Mckay、F.Mungall◆UKRAINE
�N.Gordieieva、Y.Lukianenko、M.Yeme-
lianov、Y.Onegin、S.Vengrinyuk、V.Voinov、

S.Kalashnik、Y.Lapchinskyi、O.Pakhnyuk、

V.Shinkaryov、R.Kachinskyi◆GREECE�
A.Papoutsakis、R.Kiriakopoulos◆SERBIA
�S.Gacic◆ITALY�G.Marchi、L.Gallin-
gani、V.Ratti、F.Baradello、P.Rossi◆KYR-
GYZTAN� I. Strelnikov、R. Russkih、A.
Akibaev、A.Mukanbetov、M.Grinevich、

A.Li、T.Abaidulaev、T.Gimranov、B.Tolkan-
chieva、D.Zhumaliev◆SPAIN�A.Arques、

F.Marco◆HUNGARY�K.Szekely、M.Zsi-
lak、L.Koltai◆SWITZERLAND�R.Tis-
sen、M.Siegrist、V.Tanerg、C.Bachmann、

V. Diggelmann、 P. Dietz、C. Harper 、 P.
Kempf、R.Salathe、C.Caderas◆POLAND
�M.Adam、M.Szlifierski、D.Tomaszewski、

D.Klepka、J.Wisniewski、M.Wiatrak、M.
Krystel、J.Petros◆中国�前川浩二、符

國棟、小、王海生、岳子盟◆ARGENTINA
�C.Avila、C.Minoletti、G.Herrera、G.Al-
calde ◆ GERMANY� D. Unterkofler 、 J.
Frenzke、R.Dinu◆中華民国台湾�許慧

英、鮑永浩、陳力綸、李逸臣、高霈齊、

黄燦雄、鄭肇基

【初段】

◆心架塾�奥野由佳理、中山明恒、久住

朋子、松田珠実、上出菜摘、松山立樹、

道山諒太、葵宇蘭、西川奈月、岡本真之

介、岡本怜音、朝生聖矢、植村賢準、永

井弘元◆人吉合気会�松尾結奈◆合気道

岐阜一元会�竹市宏◆春風会�新井智大

◆ひたちなか合気会�斉藤哲也、飛田敬

介◆愛媛合気道会�清水俊夫、玉井佳子

◆武友館袋井合気道場�森田裕美子◆一

宮合気会�長�晃司◆奥飛騨円心会�深

山雅也◆長崎氣和会�馬場秀幸◆谷神会

�方民鍾、小林有紀◆熊野塾�S.Florian、

B.Olivier、A.Franck、V.Antoine、L.Damien、

G.Jose、D.Jesus、W.Colin、C.Andreas◆
幸優氣会�横山博行◆江戸川合気会�大

瀧圭祐◆江東区合気会�城康典◆合心館

谷本会�S.Pizzardo、L.Colombo、A.Rove-
ron、L.Mabea、A.Buoso◆合気道三浦�
中村翔◆合気道武友会�大石暁久◆長崎

合気道会�金野尾和博、迎修一、北島健

人◆四街道合気会�西野直哉◆小林道場

�Rezon、A.Arifin、V.Warpani、F.Siahaan、

S.Tjiang、F.Fadhillah、Y.Setiani、C.Freo-
donova、J.Clive、O.Santoso、L.Indyasena、

M.Saragih、G.Putra、R.Prawira、D.Handoyo、

A.Abimanyu、F.Barreto、F.Winaris、A.Ma-
hendra、S.Lie、S.Mulyani、Marzuki、P.Lie、

D.Andoro、J.Lie、D.Sarenac、S.Jokic、T.
Tomasevic、M.Pap、R.Radivojev、V.Kostic、

A.Grocic、M.Boricic、L.Zivkovic、I.Toyoda、

M.Janezic、N.Zandbergen、P.Pavlov、K.
Gyupchanov、S.Totev、T.Karagiozov、D.
Stratieva、P.Metodiev◆尚武館�中辻翔

大◆A.K.I．�M.Bechelli◆祥平塾�野田

文明、中村千尋◆城南合気会�松本みゆ

き◆神気館�武居工◆神武館�伊藤明日

香、中西美結、酒井菜恵、邊牟木治杜◆

さぬき合気道教室�松木宣嘉、上月裕二、

中山則幸◆菅原総合武道研究所�C.Fe-
lipe、F.Barrera◆千葉合気道館�M.Janik
◆大阪合気会�太田理恵子◆大阪武育会

�芝野愛梨、上原正吉、青木博、山城尊

義◆城北会�菊池直美◆大手前学院�福

地共也、戸田洋輝、野口照詞◆大田区合

気道会�菊地一真、大戸豊◆浜風合気会

�川谷一歩、佐藤順子◆田辺道場�関岡

キャスリン、北尾航大◆伊豆至誠会�仁

科博行◆等々力道場�野田富沙子◆合気

道敷島塾�山川恭敬◆楠見西合気道クラ

ブ�玉置晃久◆朋清会�秋葉翔哉、大野

聖莉◆北総合気会�P.Castaneda◆麻布道

場�木戸愛子◆円悠会�中野馨斗、T.
Van、T.Xuan、T.Manh◆明倫塾�山田寅

晴◆よみうりカルチャー錦糸町�郭将人

◆津島道場�上石丸祥◆大阪誠気館�小

野寺涼◆合気道平成会�山崎和人、於勢

剛◆光輝会�小田竜之介◆長谷川道場�
��真央、山内彬夢、藤田真優、木村華

月◆孝子道場�梶原汐音◆悠歩塾�山�
智仁◆合気道平成会栗東道場�高野康英

◆合氣道立志館�藤本真生、平田宗一郎、

稲田こゆき、平松世覇、川はるか◆小牧

合気会�豊田敏男◆武産合気いよ神武館

�大坪絵里花◆名古屋至誠館�柏森風

介、飯田耕介、古川泰平、磯村友祐、加

藤小百合◆紀州熊野合気会�O.Petrenko、

A. Fernandez、 J. Alonso、 J. Sanchez、M.
Pereyra、J.Gonzalez、A.Fernandez、M.Juan、

A.Camps、M.Mut、A.Gomez、C.Montoro、

D.Nicolas、F.Adler◆MIHO美学院中等教

育学校合気道部�中村保菜実◆和洋国府

台女子高等学校�石井遥佳、志水佑美奈、

�山こまき、蔦澤璃子◆四天王寺高等学

校�木本ひかる、北川瑛梨佳、畑みゆき、

竹添里穂、久保ユカ、久保ねね、閔瑠希、

森田結子、木寅はるか、西琴江、狭間礼

奈、東出愛奈、土橋杏実◆兵庫県立東播

磨高等学校�小林瑞歩、橿本汐莉、小松

寧々、矢ノ川本丸、吉田晴菜、中村歩、

正木誓、駒井由菜◆大阪府立日根野高等

学校�岡田緑、吉本浩祐、小ノ上紗希、

白峯春香、谷野円香、尾�渚、北川晏菜、

中村有結、金井陽和◆近畿大学医学部�
木原崇博◆城西大学�若林亮佑◆青山学

院大学�森岡千尋◆大阪府立大学女子合

気道部�牧佳穂◆大阪大学体育会合気道

部�藤�昌平◆中京大学�西本芽依、安

藤幹、崎園祥汰、渡邉瑳里菜、千賀夏帆、

平野航太郎、福永隼也、牧野由◆東京農

各各道道場場のの昇昇段段者者
３０年５月１５日～

３０年６月１４日

（公財）合気会登録


